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階
級
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問
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^
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淨
程
:«
衣
論
識
め
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な
つ
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。
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泄
導
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違

潘
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階
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生
產
資
本
が
增
加
す
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ば
げ
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ハ_

炎
ょ
#

■
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應
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益
之
擴
張
せ
ら
れ
る
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分
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お
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機
戒
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用
が
獷

%
問
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ホ
間
：階
級
間
.題
S

席
祭
..
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A
.
A
A-
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'張
す
れ
1

す
る
ほ
ど
、
勞
働
者
の
間
に
お
け
る
競
#

は
益AZ.

擴
張
叱
ら
れ
、
彼
等
の
勞
賃
も
ー
.緖
に
益
1

下
等
す
：る
0.' 

: 

卞
,

ふ
る
に
."：勞
働
者
階
溆
に
向
つ
て
は
”

社
省
の
ょ
り
上
蒙
 ̂

小
_

雰
ょ
び
小
資
本
の
利
子
に
生
^
: 

:

し
つ
、
^

_

屬
の
人
泣
こ
准
蒋
ち
込
ん
セ
來
る
が
，
:£
れ
ネ
§

人
々
は
で
^

へ
^

外
、
他
に
策
を
有
せ
.ざ
る
者
で
あ
る
:0
か
キ
ぅ
に
し
て
勞
働
を
求
办
る
た
め
崔
，に
彍
げ
ら
れ
る
腕
の
森
は
益
繁
づ
て
行
く
が
、

(

_:腕
そ
.の

泛
‘：は
益
瘦
嗲
て
行
く
譯
で
ぁ
る
0
'
'
 

'へ
.

' 

V :

'

益
”
大
規
模
に
坐
.̂
す
る
こ
と
が
成
功
の
第
一
«

#

0

一
で
あ
る
そ
.の
戰
爭
に
お
い
て
、
.小
僉
業
者
が
勝
を
制
す
る
こ
と
の
§

 

ぬ
の
は—

即
ち
小
企
業
者
そ
の
t

の
が
同
時
に
大
企
業
者
で
あ
つ
て
•
小
企
業
者
で
は
な
い
と
い
ふ
こ
と
の
出
來
ぬ
の
は—

^
 

論
自
明
の
理
で
あ
る
。

資
本
の
數
量
が
增
加
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
資

本

が

増【

す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
そ
の
度
合
に
從
つ
て
、
ぞ
の
利
子
は
益
"
下
落
す
る 

■

と
い
ふ
こ
と
、
從
つ
て
.、
小
資
本
の
利
子
に
衣
食
す
る
奢
は
最
早
こ
れ
が
利
子
に
ょ
つ
て
、
-生
活
す
f

と
が
.出
取
な
く
な
る
と
云 

‘

こ
ど
從
つ
て
ま
た
彼
等
は
自
ら
.事
業
を
企
.て
、
小
エ
業
者
の
，列
：に
加
は
り
、
か
や
ぅ
に
し
て
、
無
產
者
の
候
補
者
の
數
を
增
加 

す
る
に
至
る
と
穷
ふ
こ
：と
、
す
べ
て
こ
れ
ら
'0
こ
と
も
ま
た
說
明
を
要
ぜ
ざ
る
^

こ
ろ
で
あ
る
0」

か
く
の
如
き
中
間
階
級
の
沒
落
說—

端
的
に
い
へ
ば
；
從
來
の
中
產
階
級
の
卞
膠
、
小
エ
業
家
、
小
商
人
及
：び
小
地
主
、
職
人
及 

び
農
夫
、
す
べ
て
こ
れ
ら
の
諸
階
級
は
プ
ロ
レ
タ
リ
T

ト
.，に
零
落
す
るC

そ
の
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部
の
原
因
は
'

彼

等

の

.
小

資

本

が

大

讓

の

經
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H
i

不

十

分

'で
f

、

大
資
本
家
と
：の

負

け

.务

ら

で
お
り
、
，叉
他
の
原
因
は
、
彼
を
の
技
術
が
新
ら
し
い
坐
產
裏
に
よ
つ
て

無
慣
値
と
&

る
か
ら
で
あ
^

o.
u
_
_
こ
.
の
：中
間
階
級
沒
落
說
が
社
會
主
義
渚
の
間
に
は
一
：.般
的
に
ま
張
せ
ら
れ
、
.社
會
政
策
論
者
の
間 

に
あ
-0
て
も
、
か
>
^
る
中
間
階
級
に
お
け
る
'傾

向

が

，
一
：
锻
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識
せ
ら
れ
た
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で
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タ
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ア
t

ト
化
が
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あ
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、
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間
階
級
の
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減
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般
に
主
張
さ
れ
て
ゐ
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で
あ
る
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し
か
る
に
、
:ft
會
政
策
論
者
、
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た
は
修
疋
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義
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に
あ
つ
て
は
、
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間
階
級
の
經
濟
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窮
这
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に
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：い
て
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、
そ
の
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向
を
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め
る
け
れ
ど
も
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階
級
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ロ
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的
保
護
の
政
策

• 

.

を
採
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政
策
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し
て
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あ
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さ'1
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め
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ぅ4

す
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る;,
:
0

ド
.ィ
.
ッ
め
、
學

潇

の

免

例

：を

見

れ

.ば
、
そ
め
一
'は
九
〇
〇
マ

ル
^

~

^

/v
、
G

o

0

露
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を
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.つ
：：
て
、
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ク

ま

：
.で
(6
:收

入

を

も<>
社

會

的

階§-
を

. 

, 

. 

• 

.

.

.

中
間
曆
為
呼
ぶ
の̂

あ
る
0:故
に
中
間
曆
：
下
曆".，上
層
の
社
會
的
區
劃
ほ;-
'
社
:#
飢
織
上
0
考
察
か
ら
す
れ
，ば
、
«
だ
不
明|»
の
も 

の
た
る
'を
免
れ
辑
な
'.い

；
0 

.
故
に
ゲ
！オ
ル
ク
• 

. ̂1
タ
ィ
ン
：；'の
如
身
は
.、
中
個»-
.'
<?:.は
定
義
^
得

'&
い
.，階
級
を
い
ふ
の' で
”あ

，
る
と
ヾ
い
ふ
が 

如
き
皮
肉
な
批
判
を
こ
れ
に
下
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

.
も
と
よ
り
.、.
人
の
收
入
額
の
多
少
に
よ
つ
て
、
そ
の
人
の
屬
す
る
階
級
を
決
定
す
る
こ
と
は
、
屢
*
學
者
に
よ
つ
て
、
採
用
さ
れ
る 

と
こ
.ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
誤
_

で
あ
る
こ
占
は
、
パ
以
上
の
例
に
，よ
つ
て
も
明
か
：で
あ
名
0

何
々
マ
ル
ク
以
上
と
P

ふ
が
如
き
は
、
そ 

の
人
の
：所
得
額
を
ば
•示

す

だ

：け

で

あ

&

、
；§1
つ
そ
；の
人
が
富
裕
な
る
か
.'
:'.
貴
掘
な
る
か
の
献
鶴
を
承
す
、
^

で
试
あ
.る
が
、
そ
.の
人
が 

基
木
社
#

に
お
い
て
、
如
何
な
ゐ
階
歷
に
屬
す
.る
か
:5
:
決
定
す
る
も
の
で
は
な
い
0
'

题
*
列
.に
.擧
げ
ら
れ
る
や
ぅ
に
、
貧
泡
な
る
貴
族 

は
熟
練
勞
働
者
の
所
得
に
.比
じ
て
：

V

少
額
の
場
合
も
あ
り
得
る
で
あ
ら
ぅ
。
し
か
も
、
貴
族
は
貴
族
で
あ
り
、
勞
働
者
は
勞
働
者
で
あ 

る
0
'

し
か
る
所
以
は
、
.栽
本
社
會
の
橢
制
/€
お
け
る
彼
等
の
機
能
が
各
*
異
る
の
に
よ
る
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
、
邀
本
社
會
に
ぉ 

け
る
偕
級
別
'の
顧
準
は
、
■

て
，
そ
の
.得
る
と
こ
-5
の
.所
得
の
高
で
は
な
い
o

そ
れ
は
、
各
人
が
、
...基
本
社
會
の
根
本
的
即
題
で
あ 

名

.&
活
體
沏
把
ぉ
け
る
,̂
の
役
割
.の
如
御
把
ょ
^

て
、へ
決
定
せ
ら
れ
る
：の
で
あ
'る
。
.
こ
の
見
地
か
ら
見
な
ぃ
な
ら
.ば
、
社
&
階
級
の
闳

題
に
關
す
る
安
當
な
み
認
識
は
獲
得
し
得
な
い
で
あ
ら
ぅ
0-
.而
し
て
"'今
日
に
.お
げ
る
中
間
階
趿
の.陬
匦
.も
ま
た
こ
(0
'
見

地

.，
に

従

つ

て 

觅
ら
.る
べ
ぎ
も
の
’で
あ
る
0
で
：

：

:

.
中
間
階
級
.と
は
、
ブ
ル
ジ
>

ア
.ジ

ー

(

大
地
主
を
含
む)

並
に
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
二
つ
の
階
級
以
外
の
機
能
を
荷
す
る
も
の
を 

い
ふ
0:
.で
あ
ゑ
，
先
づ
.、
中
間
階
級
と
は
、
^

に
引
用
し
た
中
間
階
級
沒
落
論
の
内
容
を
鞲
成
し
て
ゐ
る
中
小
農
民
、.
中
小
商
工
業
客 

.
を
い
ふ
の
で
あ
'る
。
そ
れ
は
、，
民
丰
击
義
革
命
時
代
に
^

け

る

所

謂

小

，ブ

ル

■ジ
ョ
ア
群
を
指
示
す
る
.。
中
間
階
級
沒
落
論
^
か
V

る
も 

:

の
め
沒
落
、
そ
.の
•ブ
ロ
レ
タ
リ
ブ
化
、の
必
然
性
を
間
題
に
す
る
。
而
し
て
か
.ゝ

る
*
味
の
中
間
階
級
は
所
謂
ブ
ル
ジ
ョ
ア
难
命
以
前
に 

お
い
て
は
、
挪
市
に
あ
つ
て
は
、
：そ
の
自
治
的
機
構
の
中
心
的
要
素
で
あ
り
、
地
方
に
あ
つ
て
は
、
武
士
階
級
の
.支
配
下
に
お
け
る
餞 

民
it
.の
i

分
を
形
成
し
て
ゐ
た
も
の
で
；あ
る
：。
故
に
、
近
代
的
資
本
：主
義
菡
本
社
會
-.
^

生
產
機
»

0'
上
當
い
へ
ば
、
明
か
に
>
れ 

ば
支
配
的
讓
で
は
あ
：り
#

な
.い
。
殊
に
か
^

る
意
味
の
農
民
曆
の
寒
礎
.の

上

：
に
：お

い

：
て

.の
み
、
近
代
資
本
主
義
は
、
そ
の
原
始
的
蓄 

_積
を
途
行
し
得
た
.，の

で

あ

る'°
_

給

自

览

的

農

興

埤

 

そ
の
：1

部
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タ
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近
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資
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主
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,邵
市
_

小
澍
3:
1

身
.に
つ
^
.
て
$

フ
同
：樣
敗
命
題
を
提
出
す
务
こ
と
积
出
來
る
。.
中
世
都
市
に
お
け
る
紐
^

知
ジ
？

。： H

尨
々
て
、：

特
權
を
持
夕
：.て
石
た
：こ
^

ら

の

齒

エ

業

者

層

は

：、

.近
：代
資
本
至
義
の〔

震

と

と

も

：に
、
そ
め
邾
權
を
廢
止
せ 

ら
れ
，て
自-

S

と
&

艿

\近
窮
太
企
業
::
'
'
'»实

經

營

泛

競

净

の

立

爆

に

置

か

れ

、
，
そ

：
の
：
顧

營

隹

.
の

時

代

遲

れ

の

^

め
:̂

、
#

く
の
困
雞
に 

.こ 

>
に
記
ず
ま
セ
：̂
%

い
:'
:0
患

商

エ

霞0

暴

呔

;;
;
>
:資
本
主
醫
發
股
^

と
も
^

問
題
と
な
つ
て
來
た
o 

.

笛
問(

階
救
間
：題
の
一
ぺ
：

_

:

.

五

：

(

八

九
一)



7
 

.

中
I

級
S

の

一

考

察

.

 ̂

§

5

そ

れ

は

、

中

小

商

エ

業

者

0

數

的

減

退

を
5

ふ

の

で

诚

な

：い

？
，ぐ

洚

餐

濟

的

地

位

：の

_

難
,

^

ふ
の
‘で
あ
る
/0
.
 

、
こ
れ
ら
：の
.中
小
農
民
並
龙
中
小
商
3:
業
者
曆
^

經

濟

的

目

的

は

、
；
現

下

0

資
本
主
_

機

赞

下

'
に

拎

笔
 

營
利
..の

た.め
の
經
濟
經
營
は
資
本
主
義
の
本
質
で
あ
^

.

#

つ
て
、
如
#

な
：る
經
濟
軍
位
も
、：.資
本
主
義
.下
に
あ
つ
，て
は
、
營
I

自 

的

老

&

い
名
，の
^

な

泠

.：た
ャ
”か
く
0

如
洽
中
小
の
經
營
に
:4
>
0
:
て
^

、

^

を

：讓

す

名

も
.の
：
で

ほ

な

い

？
；
寧

ろ

、

V
そ
の
經
濟
.の
主
た
る
目
的
は
、
生
活
そ
の
i
:
の
に
：あ
る
。
經
營
者
並
^
そ
の
家
族
の
生
热
維
持 

が

そ

の

：
生

た

。る

自

的

で

あ

石

。

か

X

る
點
忙
お
.い
.て
>

そ
れ
は
ク
資
本
主
韻
の
眞
賴
神
を
理
解
し
、
.
且
づ
：そ
の
精
.神
に
お
い
て
、
沿
動 

す
'る
名
の
で
は
な
々
：_故
に
、
，彼
等
は
、
‘鈍
粹
經
濟
人
と
レ
て
の
.意
識
を
缺
き
ノ
從

ら
れ
る
CD
で
あ
る
o
:
か
i
.
る
意
味
^

お
い
て
、
彼
等
を
傳
統
的
中
間
階
級
ま
た
は
舊
中
間
階
級
を
.い
ふ
こ
と
が
出
來
や
ぅ
と
思
ふ
。

.

..
.
'

>
'
:
.
三

'
:
. 

'

ぐ
こS

傅
統
的
中
間
階
級
に
對
し
て'.
.新
中
間
階
級
.が
あ
る
。
：r r
中
間
階
級
は
.、
資
本
主
義
機
樽
そQ：

も
の
' の
中
に
發
生
し
た
。
身
本 

主
義
の
支
配
的
要
素
は
機
械
的
大
生
産
と
：そ
.れ
れ
に
照
應
ガ
る
金
融
、
：商
業
の
組
織
で
あ
る
'0
か
：

〜

る
組
織
の
中
に
新
中
間
階
級
は
生
れ 

た
。•：

而
し
て
、
資
本
主
義_
£
お
け
る
.獨
由
的
倾
向
4
-
そ
の
政
治
的
表
現
で
：あ
る
國
家
機*
^
撰
大
に
お
い
て
、.か
、
る
新
中
間
陪
膂 

の
數
量
と
意
_
と
が
增
加
し
た
o, 

.

;
:
.
,v'

.

資
本
主
義
的
經
營
は
大
經
營
な
る
が
故
に
、
そ
の
經
營
主
の
單
獨
經
營
に
は
適
さ
な
い
も
の
：で
あ
る
0

中
小
商
工
業
"

ま
た
は
農
^
 

杞
あ
..つ
：て
は
、
經
營
主
：Q
m

獨
經
營
が
可
能
：で
あ
り
^

通
常
經
營
主
に
，多
少
の
補
助
的
經
營
搀
當
者
を
必
要
と
'す
る
に
企
ま
ス
？
し
^

る

1€
,
資

本

主

義

的

大

經

營

は

經

營

主

を

頂

點

に

置

ぐ

ビ

ラ

ミ

.ッ
ト
型
經
營
で
、

&
の〖

ビ
，
?
ミ
ッ

>.型

態

は

、

.ま

た

そ

れ

の

人

的

要

素

を
 

示
す
も
の
で
あ
る

o
:
か

く
て

、

.ピ
ラ
ミ
ッ
ト
に
お
げ
る
頂
點
で
あ
る
經
營
主

.と
、

ピ
ー
フ
ぐ
、
，

ト

の

下
if
を
構
成

.す
る
勞
働
渚
と

.の
fi
n
に 

幾
段
如
の

.指
挪

命

令

の

段

階

が

あ

る

。

か

く

の

如

き

指

揮

命

令

の

段

階

は

所

謂

エ

場

勞

働

！

肉
體
的

勞
働

！

と

異

つ

て

ゐ

る

觀

念

. 

と

し

て

理

解

さ

れ

て

ゐ

る

;0
こ
の

地
位
に
置
が
れ
る
經
營
參
加
員

.1

丨

通

例

役

員

ま

た

は

職

員

と

呼

ば

れ

る

'群

0:
人

々

：
が

ゐ

：

。

そ 

、

は

、
4 /
:
門

技

術
家

が
ら

、
異

な

る

帳

簿

記

入

掛

に

い

た

る

ま

，で

の

段

階

に

置

か

れ

る

人

'々
.で
あ
石
。

か

\
る
地
位
は
、

資
本
主
義
的 

機

構

の

下

に

お

い

て

の

み

、
.發
服

し

得

る

も

の

で

あ

る

o
而

し

て

、

こ
の
地
位
を
卜
：！
め
る
も
の
.が
新
屮
間
階
級
の
代
表
的
な
も
の
で
あ 

る
。

そ

れ

比
撖

常
月

給
取

と
吼
ば

れ
る
層
で
あ
る

？

.
'
. 

.
 

.''
'

:

月
給
取
ま
た
は
俸
給
®

i

考
の
數
は
、
資
本
主
義
的
經
營
の
擴
大
ど
と
か
に
發
展
し
て
來
％

•■資
本
主
義
的
經
營
に
お
げ
る
機
械
の 

使

用

丨

プ
.ロ
レ
タ
.リ
ア
ー
ト
の
.
數
的
.增
加
を
：相
對
的
..に
，は
制
限
す
る
や
、
な
狀
態
に
あ
る
。
M

エ
場
.に
お
け
る
機
械
の
使
)|
]

、
合
理
化 

は
勞
激
#.
の
攻
を
減
少
せ
し
め
る
傾
向
を
ず
ぢ
持
つ
て
ゐ
る
の
>

あ
る
0
.
ア
メ
リ
力
合
衆
國
に
お
け
る「

繁
榮
經
濟」

當
時
の
經
驗
に 

微
し
弋
；̂
、
：エ
場
^

お
げ
る
规
格
統
--
-
:
|

科
學
的
管
理
法
の
應
用
|

丨
の
結
果
と
し
て
、
.'
-そ
：れ
は
必
然
に
勞
働
强
化
を
伴
つ
て
ゐ
る 

が
、
勞
働
者
數
の
相
對
的
減
少
怒
件
づ
で
.
.ゐ
.る
の
で
あ
.る

。

し

か

：
る

に

：
、
；
資

本

.主
_

的
經
營
の
.發
展
、
殊
に
獨
占
資
本
主
：義
の
發
展
は
、 

か
く
の
如
ぎ
勞
働
者
數
の
相
對
的
減
少
に
對
レ
て
'

所
謂
俸
給
生
.

®

の
增
加
を
招
來
し
て
ゐ
る
。./

,
■-
經

營

.の
擴
火
は：

經

營
事

務
の

擴

大

で

あ

り

、
從
つ
，て
、
ベ
事
業
經
營
者
か
ら
下
降
す
る
幾
段
階
か
の
事
務
的
連
絡
を
必
要
と
す
る
。 

而
し

.て
、
：
獨
古

资
本

主

義

の

段

階

に

^
つ
て
は

^
卓

に

—
企

業

に

お

け

る

縱

の

段

階

的

組

織

に

止

ま

ら

ず

ノ

为

ル

テ

ル

^

ト
ラ
ス
ト

.
中
間
階
敕
間
題
：の
；1
1
 ̂

七

(

八
九
i
s
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I

籙

證

&
Q

た
めQ

事
務
、
.
而
し
^

、
か
べ
の
如
I

化
が
必
奪
t

、

.そ
の
方
面
に
お
け
る
人
員
の
還
が
ま
た
こ
れ
に
加
は
る
狀
鶴
で
S

都
市
に
ぉ
け
！ %

ヂ
？

セ
；シ
タ
ア
に
！

ラ.

^

T

T
 

. 

 ̂

^
|
>
幾
十
萬
の

「

I

I

?

の
.群
が
そ
の
ビ
产
ゥ
f

に
急
ぎ
つ
i

l
 Q

で
I

O

'

こ
れ
ら
の「

白
襟
勞
働
者」

I

の
群
は
、
.商
業
資
本
生
義
、
エ
_

產
 

義
、
金
I

本
主
義Q

麗
的
段
階
を
通
じ
て
、
增
加
し
來
つ
f

 .
の
で
あ
る
。：S

義
の
各
馨
に
お
け
る
こ
れ
ら
の「

慕

勞
 

#

者」

の
音
，
義

は

そ

れ

ぞ

れ

異

る

の

で

あ

.る
が
、
そ
れ
が
順
次
に
發
展
し
來
つ
た
事
實
は
否
忠
し
得
な
い
。

f

に
、
官
吏
、
公
吏
の
群
高
察
す
る
こ
と
が
、I

で
I

。
中
世
の
封
舊
家
f

近
代
の
民
族
的
國
家
の
成
立
は
先
づ
麗 

領
I

擴
太
で
？

、
：こ
れ
に
伴
つ
て
、.
S

的

官

豪
3

を
意
味
し
た
の
で
I

9

.

U

は
國
奉
渉
主
義
の
た
め
に
、
.ょ
り
多
く
の
裏
を
必
f

し
た
。
所
謂
官
僚
政
治
の
發
端
はこ

；
，

に
あ
つ
た
。
こ
れ
を
養
つ
た
も 

の

は

威

？

家
長
的
態
&
で
あ
つ
た
。

.

し
か
る
に
自
皇
義
は
、
當
時
の
新
興
ブ
ル
ジ
.ョ
ア
ジ
1

の
必
要
に
應
じ
て
、
國
家
を
も
つ 

て

「

必
_

f

意

」

と
考
ヘ
、
讓
的
活
動
を
所
謂
そ
の
夜
警
的
任
務
に
の
み
限
定
し
や
ぅ
.
と
し
た
。
讓

の

夜
_

的
_

で
t

賽

外

S

產

I

I

I

で
I

こ
の
要
求
は
ぃ
ふ
ま
で
も
な
く
、
商

ェ

議

主

義

の

自
由
の
耍
求
に
蜃

す
る
も
の
で
あ
る
。

ノ

バ

.

.

：

’

.

. 

‘

し
か
る
に
、
_

_

の

靈

は

、
そ
の
靠
の
要
求
か
ら
干
渉
の
要
求
へ
と
入
つ
て
ゐ
る
。
對
內
的
に
は
、
阈
家
施
設
に
ょ
る
產 

業
の
保
f

要
求
し
、
對
外
的
に
は
、
國
家
權
力4

1

伴
ふ
海
外
經
濟
發
展
で
あ
る
帝
國
主
義
の
形
態
を
要
求
す
る
I

つ
，

而
し
て

國
家
そ
.れ
自
體
に
お
い
て
も
,

そ
の
財
政
的
見
地
か
ら
、
宵
營
企
業
を
營
む
の
機
運
を
持
つ
て
來
た
。
こ
の
部
分
に
お
い
て
現
代
國
家 

は
.、
絕
對
生
義
國
家
の
、施
設
を
獷
大
W

坐
產
す
る
に
至
つ
て
ゐ
る
o
.

擴
火
#
生
產
な
る
が
故
に
、
量
の
增
加
が
質
の
變
化
：と
'な
つ
て
ゐ 

.
る
と
.と
は
、
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
絕
對
主
義
國
家
に
あ
つ
て
ば
、
國
^
が
業
の
回
的
が
莉
侯
自
身
の
收
入
の
增
加
を
目
的 

と
.し
’て
ゐ
.た
の
.で
あ
る
が
、
瑰
代
國
家
の
企
業
は
、
最
早
君
侯
そ
の
.も
の
の
收
入
目
盼
を
有
す
る
も
の
で
な
く
、
國
家
機
糨
そ
れ
_
ら 

.の
'强
化
を
同
的
と
す
る
が
、
所
謂
民
||
1
|
資
本
家
.の

經

營

に

，
お

い

て

は

、

_

♦

そ
の
他
の
理
ぬ
か
ら
、
事
業
吣
維
持
困
»

な

；
®̂'
、

杀

體 

的
經
濟
統
制
を
必
.要
と
す
る
も
：の
を
、
國
家
企
業
下
に
置
い
て
ゐ
る
。
か
く
'の
.如
き
部
分
.に
.お
け
^

國
家
活
動
は
、
金
く
現
代
的
意
義 

を
有
す
.る
も
の
で
あ
つ
て
、
■
こ
れ
が
た
め
に
は
.、、
多
數
.の
エ
場
勞
働
者
と
と
も
に
、
從
來
ま
で
の
官
僚
政
.治
機
構
に
服
應
し
.て
、
多
數 

の
上
長
宫
か
ら
下
紘
官
吏
に
い
，た
る
ま
で
.の
人
員
を
^
要
と
す
る
に
至
つ
て
ゐ
る
0,
こ
の
«

向
は
ま
た
地
方
自
治
體
に
'お
い
て
も
、
見 

る
こ
と
が
出
來
る
。.
地
方
自
治
體
に
お
い
て
は
、
衛
生
-

交
通
’

産

業

取

締

の

如

き

^

務

o
こ

れ

に

は#
八->
0
の

政

治

吣*

_
を
'持

つ

；
て 

ゐ

る

こ

と

，
は

明

.か
で
あ
る
!0〕

め
た
め
.に
、
ま
た
多
く
の
，吏
員
を
必
要
と
す
る
？

.
ぃ，要
す
る
に
、
こ
れ
ら
の
賽
本
主
義
機
權
下
に
お
け
る
賃
銀
勞
働
者
以
外
の
從
事
M

(

、
王

と

し

て
'事
務
員)

、
現
代
國
家
機
能
の
，增
大、
- 

並
.に
地
方
自
治
體
^

§
の
發
於
に
伴
ふ
第
務
執
行
の
た
办
の
人
員

——

こ
れ
ら
の
.中
間
的
仔
在
、
即
ち
上
か
ら'の
命
令
の
撕
達
'の
.事
務 

及
.び
坐
產
物
の
處
31
;に
關
す
る
中
|1
1]
的
#
在
の
罾
展
は
、
自
ぬ
ま
義
の
罾
ホ
主
莪㈣
#
^

^
獨
ぼ
資
ホ
生
雜
に
至
る
ぱ
從
つ
て
；、
增

- 

' 

I, 

.

大
し
て
來
た
新
興
社#
階
好
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
が
出
來
る
。
筆
者
は
、
ド
ィ
ツ
の
諸
學
莕
達
の
蒽
兄
に
從
：つ

て
、
こ
れ
ら
の
中
間
的 

#
在
を
4
傅
棘
的
.稱
屮
間
階
級
1C
.對
立
し
K
v
s r
屮
間
階
級
と
呼
.ぶ
の
：で
あ
る(

。
而
し
：て
：か
：べ
の
'如
き
新
巾
間
階
級
の
問
题
が
現
在
に 

'

中
沏
階
級
卯
_

の
1

考
察 

一

:
九

(

八
九
洱)
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9

へ

1

5

:

#

VY

て
*

L

問
題
と
し
セ
提
起
さ
れ
る
に
至
つ
：た
0-「

で̂

る
.
0
:

石
の
理
由
吃
つ
い
て
.
ば

猶

杧

述
^

る
で
f>
-

^

ぅ
o
.

r 

ぐ

,
.
.
,
:
V

.

現
在
世
.界

，
の

社

會

問

題

と

し

て

'

*

も
注
目
さ
れ
て
：ゐ
る
も
の
.
は
、
シ

孓

彡
 

あ
'
る
。
こ
の
ニ
つ
'

の
運
動
が
と
も
に
中
間
階
級
問
題
と
密
接
な
關
係
に
あ
.
る
.
こ
と
は
事
« :

で：
>̂
:

る
。.
フ
ァ
ッ
'

シ
ズ
ム
^ l
^

i

、
ヒ
較
勺 

蒞
い
連
動
で
あ
る
が
故
.に

、
M

に
關
す
る
議
論
ほ
區
々
で
あ
る
が
、'.
-
ぞ
れ
が
中
間
階
級
問
題
と
密
接
な
關
係
に
あ
る
こ
と
は
、
否
定 

し
得
な
い
0
.

そ
0

關
係
に
つ
い
セ
は
後
段
.
に
詳
論
す
る
0

.

.
:
ン
へ

_

中
間
階
級
の
社
會
主
義
運
動
に
對
す
る
'
關
傲
は
中
間
階
級
0

ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
化
と
と
も
'
に
從
來
へ
の
所
^-

が
あ
.
る
。「

臀
贬
亂
爭
バ
. 

.愈
*

決
職
違
づ
く
時
期
に
は
ノ
支
配
階
級
の
內
部
に
於
け
る
舊
社
會
ム
翁
の
柯
部
に
れ
動
分
解
過
程
が
、
頗
る
强
.烈
鮮
明
な
i t

質
. 

を
帶
び
、
.
支
配
階
級
の
一
小
部
分
は
商
^;

そ
：の
所
属
を
晩
し
て
'

革
命
的
階
級
.

へ
、
將
來
を
ぞ
の
手
の
中
に
據
つ
て
ゐ
る
階
級
へ
味
^V

 

す

：る

こ

と

に

：

&

る
。
故
に
昔
貴
族
の
一
部
分
が
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
移
行
じ
た
や
ぅ
に
、
：今
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
キ
^

一
 

部
分
、
殊
に
こ 

の
.歷
史
的
運
動
灸
體
を
现
論
的
'.
に
'
理
解
し
得
，る
に
.
至
：つ
た
ブ
灰
ジ
ョ
：.ア

思

想

家

の

一

部

分

が

ブ

ロ

"
レ

タ

リ

ア

ー

 

>
,

に
移
行
す
る
0」

こ
れ 

は
ィ
ン
テ
V

ゲ
ン
チ
.

ャ
に
關
す
る
間
題
で
あ
る
。
か
く
の
如
き
ィ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
の
へ
動
き
は
、
ー
两
贮
お
い
て
は
確
か
に
#

在
す
る
0 

殊
に
社
會
主
義
蓮
鯽
の
初
期
に
お
け
る
ィ
ン
テ
リ
ゲ
シ
チ
.
ャ
の
役
割
は
甚
だ
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
い
は
，4

ば
な
ら
ぬ
。
現
在
て
お
い 

て
も
、
左
繁
的
遝
動
に
對
す
る
ィ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
即
ち「

ブ
ル
ジ
考
ァ
思
想
家
の
.|

部
分」

：

の
參
加
は
、
菩
々
眼
前
(0
,
‘事
實
と
し
.
て
. 

現
ば
れ
て
ゐ
る
。
. 

•

w sm

'
舊
中
間
階
級
は
ど
.う
で
あ
る
か
。
中
間
階
級
沒
落
論
者
は
、
そ
の
社
會
運
動
に
對
す
る
關
係
を
.次
の
や
う
に
規
定
し
て
ゐ
る
。「

中
產 

階
級
た
名
小
工
業
家
小
商
人
、
職
人
、
農
夫
等
は
み
な
自
己
の
中
産
階
級
と
し
て
の
存
在
を
雛
持
せ
ん
■が
た
め
に
ブ
ル
ジ

日
ア
ジ
ー
と
〃 

_
ふ
の
で
あ
る
。
故
に
彼
等
は
革
命
的
で
な
く
保
守
的
で
あ
る
。
，
否
寧
ろ
彼
等
ば
反
動
的
で
あ
る
。
彼
等
は
藤
史
の
車
輪
を
逆
に
廻
さ 

う
と
す
る
の
.で
あ
名
。
彼
等
が
革
命
的
な
る
場
合
あ
り
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は彼

！
！：

•
が

目

前に
迫
つ
て
ゐ
る
自
己
の
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト 

へ
.の
栘
行
を
見
通
し
て
ゐ
る
場
合
で
あ
る
。
即
ち
現
在
の
利
益
を
擁
護
せ
ず
：に
將
來
一
の
利
益
象
護
し
、
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
地
位 

を
得
る
た
め
に
自
身
の
地
位
を
放
棄
す
る
場
合
で
：あ
：る
。」

か
く
の
如
き
場
合
は
係
在
す
る
か
。：
舊
中
間
階
級
が
、
そ
の
社
會
的
經
濟
的 

利
益
を
擁
護
す
る
た
•め
に
鬪
爭
：し
、''
.ま
た
し
つ
、
あ
る
こ
と
は
事
實
：で
あ
る
。
こ
の
.事
實
は
中
間
階
級
沒

落

論

者?:
；
し
て
い
は
し
.む
れ 

ば
、；.
.一：

の「

•反
動
的
事
實j

に
外
な
ら
な
，

S

の
：‘で
あ

：る
が
、
事
實
と
レ

て

、

か
く
：の
如
き
«

中
間
階
級
が
階
敗
と
ー
し
て
、
•フ
ロ
.レ
タ
リ
ア 

1

ト
.の
利
益
を
擁
護
す
る
.
運
動
は
、
少
く
と
も
資
本
主
_

諸

國

に

おい
て
は
行
は
れ
な
い
の
.で
あ

：る
。
舊
巾
間
階
^

の
經
濟
的
窮
乏
は 

獨
由
資
本
主
義
の
段
階
に
^
:S

て
は
、
：恐
慌
の
：進
行
ど
と
も
に
顯
著
な
事
實
と
し
セ
現
は
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、：

し
か
ト
衝
中
間
階
、
 

，
級

の

こ.れ
に
對
す
る
_

爭
は
、
決
し
.て
.
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
丨
一
ト
的
に
は
行
は
れ
'て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
。
プ
ロ
：レ
.
タ
リ
ア
I

ト
運
動
は
舊
中 

間
^

級
^

對
す
，る
働
き
か
'け
を
怠
0(

て
ゐ
る
の
.で
.は
な
い
で
あ
ら
う
が
、
.
そ
0.
效
媒
ゆ
更
ら
に
擧
ら
な
^

舊 

中
間
i

は
、：：自
ら
を
プ
ロ
レ
タ
9
:
ア
1
.
ト
意
_

か
ら
分
雌
せ
ん
と
す
备
傾
向
が
强
い
。
_
こ

れ

ば

舊

中

間

階

級

.
の

育

成

ぜ

ら

れ

だ

傅

統 

的
環
境
七
ブ
ロ
：>
タ
リ
ゲ
ー
ト
(0
.そ
れ
と
の
®

著
な
相
異
に
：ょ
つ
て
生
じ
た
意
識
'に
栽
づ
く
も6

で
あ
る
。
か
く
セ
、.1

國
人
口
の
大 

部
分
を
;̂

め
ふ
と
と
ろ
の
舊
中
間
階
鋏
は
V:'
ブ
P
レ

タ

〃

ア

ー

ト

の

運

_

の
.指
導
的
精
神
：に
：服
し
て
ゐ
'̂

い
狀
態
ー
に
熒
る
o
/'
.:：

中
_

踏
.救
赃
'題
妨
ー
考
攀 

1
1

-
C

八
：九
.七〕

'
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m

 

i

 

: 
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.
'
新
中
間
階
級
に
っ
い
て
.I

欉
の
I

が
い
.
へ
る
。
新
中
間

霞

は

、
經
^

襄

配

f

被
支
配
S

中
間
に
位
す
る
も
の
.2

る
。
而
し
セ
、
こ
れ
ら
の
新
中
間
階
級
は
近
代
的
社
食
の
發
展
時
代
I

い

て

は

、 

そ
の
I

る
唯
一
の
靈
で
I

知
識
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
組
織
に
お
い
て
1

鑛

割
1

$

の
概

括

的

產

の
.
下
に
お
い
て
、
實

務

を

塵

し

、
そ
の
た
め
に
下
f

 

l

の
命
f

執
行
せ
し
む
る
.も
の
は
、：か
く

p

f

「

西 

馨

働

者

」

.
で
あ
っ
た
。
近
代
國
家
に
お
い
て
、
そ
の
傾
向
は
遙
か
に
_

で
あ
る
？
近
代
國
家
の
政
治
機
構
の
支
配
的
形
態
は
、
政 

m

政
治
で
.あ
り
、
そ
れ
'は
國
會
議
員
の
I

.

の
獲
得
に
よ
？

維
持
せ
ら
れ
、
政
治
當
局
者
た
る
も
の
は
.
政
黨
に
お
け
る
勢
力
關
嚴 

に
よ
っ
て
、
決
I

ら
る〜

の
で
I

。
こ
の
結
愛
し
て
、
國
務
I

當
す
論
腦
諸
は
、
必
ず
し
も
、
そ
の
所
管
_

に
つ
い
て 

精
.、幻
' 

て
ゐ
ク
土
对
い
ひ
ノ
ィ
な
い
ま
た
俠

へ
所
售
事
務
に
-o

い
て
精
通
し
て
ゐ
た
5

.

て
も
、
そ
の
廣
火
な
所
管
第
務
金
體
の
理
阵 

的
把
振
は
雙

闲
f

い
I

ば
'な
ら
ぬ
。
殊
に
、
國
家
機
能
の
：气
擴
大
し
つ
秦
る
現
在
に
お
い
て
は
、
S

さ
ぅ
で
あ
る
。
か 

く
：の
.
如

き

雰

に

、
國
家
：の

嘉

、
ま
た
は
：自
治
體
の
吏
員
が
一
の
専
門
的
知
識
と
技

術

と

ヒ
^

^

^

^

特
殊
の
地
位
I

す
る
に
至 

る

(

I

f

俟
た
な
い
の
で
I

。
而
し
で
、
'こ
れ
ら
の
官
吏
、
吏
員
は
、
阈
家
の
若
き
時
代
に
お
い
て
は
、<

2.

ら
昇
進
し
て
、
遂 

に
一
侃
の
政
治
家
と
し
て
議

に

.立
：ち
ま
た
は
.
響

た

墓

た

こ
と
は
、
現
在
に
.お
い
て
は
、
旣
に
例
外
的
事
例
に
腐
す
I

ベ
1

 

未
た
そ
の
人
々
0

記
憶
に
新
た
な
と
こ
ろ
で
あ
る
0

力
く
て
こ
れ
ら
.
の<

C

々
も
ま
た
自
ら
を
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
1

ト
と
區
別
せ
ら
る
、
こ
と
を
欲
す
る
意
識
を
持
っ
て
ゐ
る

。

単

に

そ

の

^

1

^

.

1

^
 

l

l

Lは
、
H

I

I

I

異
る
職
能
を
有
す
る
も
の
で
.あ

る
。
そ
れ
は
、
直
接
エ
場
勞
働
奢
の
や
ぅ
に
"

生
産
過
程
そ
の
も
の
に
關
係
す
る
も
の
.
で
は
な
い
が
、
生
產
の
運
/t
t

、
そ
の
事
務
の
た 

め
に
は
缺
く
ベ
か
ら
ざ
る
と
こ
ろ
の
人
々
で
ぁ
る
。
そ
の
.■經

濟
的
地
位
に
お
い
て
は
、
た
し
か
に
そ
れ
ら
の
人
々
は
ブt

t

レ
タ
リ
ア
ー

ト
め
水
準
に
近
付
き
つ
i

ぁ

る
.°
し
か
し
、
そ
の
仕
事
の
性
質
に
お
い
て
、
ま
た
そ
の
地
位
を
得
る
に
至
る
ま
で
•の
敎
育
に
お
い
て
、

.

.

.

.-- 

. 

.

.

.

自
ら
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
は
異
る
も
の
を
持
つ
て
ゐ
る
。
こ
れ
ら
の「

甶
襟
勞
働
者」

が
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
社
會
運
動
、
殊
に 

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
政
治
的
支
配
の
獨
占
を
目
標
と
す
る
運
動
に
、
中
間
階
級
：沒
落
論
者
の
期
待
に
反
し
て
、
參
加
し
な
い
こ
と
は

ノ
.
.
.- 

' 

•■.
 

■ 

; 

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

. 

■ 

; 

•

單
に
そ
れ
ら
の
人
々
の
意
識
の
遲
れ
て
ゐ
る
こ
と
に
の
み
歸
す
べ
き
で
は
な
い
。
資
本
主
義
の
基
本
的
社
會
階
級
と
し
て
考
へ
ら
れ
た 

工
場
勞
働
者
の
外
に
、
事
務
經
營
に
參
加
す
る「

自
g

^

g

^」

の
11
要
性
の
增
加
に
ょ
る
の
セ
ぁ
る
。
吾
々
は
資
本
主
義
の
現
段
階

に
お
け
る
社
#

問
趣
を
觀
察
す
る
た
め
に
は
、
是
非
と
も
、
こ
の
事
氍
を
認
識
の
中
に
入
れ
て
置
か
ね
ば
た
ら
ぬV

* 

- 

- 

- 

.

. 

- 

' 

•

:

.

五

.. 

一
 

：

;

:

- 

:

.:
;

:

し
か
ら
ば
、
中
間
^

級
の
數
的
梢
成
：は
如
何
。
い
ま
H

本
に
つ
い
て
、
そ
の
概
略
を
述
べ
や
ぅ
。
最
近
の
日
本
入
口
の
構
成
は
大
TF
:

■<
.• 

- 

.. 

- 

• 

. 

. 

メ

.

九
年
の
國
勢
調
寒
に
ょ
つ
て
發
表
-'

a
,
れ
、
昭
和
五
，牛
に
も
國
勢
調
赉
が
，行
は
れ
、
未
だ
そ
の
詳
細
の
報
告
は
發
表
さ
れ
て
ゐ
な
い
が
、 

そ
の
概
觀
だ
け
は
發
表
さ
れ
て
ゐ
る
。
今
こ
の「

概
觀」

に
現
は
れ
た
產
業
別
人
ロ
を
記
す
れ
ば
次
の
如
く
で
ぁ
る
單
位 

一
0

0

0

人)

へ
-：
’

'

-■
,

.

.

.

,

,■ 

ノ
 

. 

-

總： ■

敷
,

ニ
九
、1
1ニ
〇 

I

〇
〇
•
〇
%

,

#

に
’
業 

一
四
、
ー
0

四 

.四
八
.

•：

三

_

中
■

階
裁
問
題
の1

考
察
： 

1

H

(

八
九
九〕



:中
間
，階
級
_
題
の
一
ヰ
豸

二
四

(

九
0

〇)

永

：：—

藥
' 

鑛

r

業 

H

:.
0

商

榮

 

交

通

_
 

公
務
自
由
，
：
 

家

，亊 

其
他
有
業
者
，

'
'■
:

五
八
ー
五
.：

S

P
H
 

五
、四

1

四 

四 
> 
九
五
九 

.'

九
三
- 

」

-;

〇
五i

:
: <

u
c

一
.
5E
六
.

.;丨;¥
0
.

S
一
八
•
五 

一
七
•〇 

'
三.

U

 

七
•〇 

11
-

八 

〇
• 
ニ

こ
の
概
歡
に
ょ
つ
ズ
見
れ
ば
、
日
本
の
人
ロ
構
成
の
大
部
分
は
農
業
人
ロ
で
あ
つ
て
、
原
始
生
產
業
で
あ
る
水
產
業
を
加
べ
れ
尤
、
 

;̂
ほ
全
^

ロ
の
^

中
を
占
め
る
狀
-̂
で
あ
る
。
こ
れ
を
大
疋
九
年
の
國
勢
調
査
0;
場
合
と
比
較
す
る
と
、
大
疋
九
年
に
お
い
て
は
、
農 

業
人
ロ
匕
は
尙
ほ
、
全
人
ロ
の
-5
ー1

'̂
を
占
め
、水
產
業
を
加
へ
れ
ば
、
五
五
.
ニ
豸
を
占
め
：て
ゐ
た
の
で
あ
_る
。

從
つ
て
、
.
大
:r

H
 

:

九
年
と
昭
和
五
年
と
の
比
較
は
、
農
業
人
ロ
の
減
敗
を
示
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
次
に
氣
要
な
の
は
、
商
エ
業
人
ロ
で
あ
る
が
、
冬
 々

全
人
ロ
の一

八
•
五
^

、
一
七
％
を
占
め
て
ゐ
る
0

而
し
.て
、
大
正
九
年
と
の
此
漱
に
ょ
れ
ば
.、:
エ
業
人
ロ
の
增
加
比
、
八
萬
四
千
人
で

:

あ
る
。'
し
か
し
、
昭
和
五
年
の
國
#

調
査
に
お
い
て
は
*

烟
草
製
造(

大
正
九
年
.三
四
、
〇
四一

人
5

测
量
設
許
業(

大
亚
九
年
七
、
九

.•

'.
'.
:■ 

'
.
.
.'
'.一

.''
 

-

i

〇
人
3

が
各
々H

業
か
ら
公
務
自
由
業
に
編
入
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
.、
工
業
人
口
の
增
抓
は
、
大
約
十
五
萬
前
後
の
增
加
と
見
て
|
支 

な
い
の
で
あ
る
o

商
業
人
口
は
大
正
九
年
か
ら
昭
和
五
年
へ
か
け
て
百
七
十
萬
餘
の
增
加
を
示
し
て
ゐ
るO

こ
れ
は
日
本
の
餘
剩
、

rx

菸
旣
忙
艽
業
に
收
容
し
得
る
高
を
龜
か
に
越
へ
て
む
る
こ
と
を
示
し
て
办
る
.0
-:
.而
し
：て
V

そ
の
餘
剩
人
ロ
は
フ
商
業
人
ロ
に
多
大
の
流 

人
を
示
し
て
.ゐ
る
の
で
あ
る
ゃ
：而
し
て
、
昭
和
五
平
の
國
勢
調
莶
は
、
產
業
人
ロ
に
：つ
い
て
、
雇

主

(

雇
人
を
使
用
し
、
又
は
家
族
の

，

ラ

.

補
助
を
受
け
て
.自
己
の
業
務
を
營
む
者)

軍

獨
O
M
A

ま
た
.は
、
家
族
の
補
助
を
受
げ
ず
單
獨
の
經
營
を
行
ふ
も
のy

使
用
人
の
ニ

1

.
It
:
}
.
;
* 

.

.

.

に
分
つ
て
ゐ
.る
が
.、
ヰ
員
主
と
使
用
人
と
の
數
及
び
割
合
を
算
出
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。
ハ
單
位 

一
、o

0

0
人)

產

業

.別

農

業

 

水

0 

0

鑛

..
.

0 

DG
業 

商

;•

業

： 

交

.通

業

I
義

自

議

：
 

家

熟

人

,

そ
の
他
の
有
業
密

:

.

:計
：
.：：

粢

主

五
y
〇
〇
五

:ニ 
ニ
八

■
.

ニー一 

1

、六
〇
ー

1

3

0

0

ン

1

九11

一. 

ニ
三
五
：

■.
.-.
;
.
;三
七
.
. 

九
、
五
：1

ニ
.

■
.
.使
：用
人

九
、一

五
〇 

三
四
〇

,

:

.m
l

三

’：
三
、六
八
九

'

一'六
三 

，
.
九

一
六 

〜

一
、七
九
六 

.

八
〇
六

:

:
五
：1
S
: 

1

九
、七
〇
八

檠
主
百
人
に 

つ
き
使
用
人

r

八
三 

:
r

四
九 

一
七
1
5E

ニ
三
〇 

:.
.'ー：〇
：三 

ノ 

四
七
五 

七
六
四

I
、

四
；
六，

::: 

' 

1
1〇
七
：

業

主

對

使

用

人

の

割

合

は

、

業

主
：；》

人

に

つ

き

、

使

用

人

約

一

一

人

と

い

ふ

平

均

數

が

得

ら

：
れ

多

の

.で
あ
る
が
、
と0

.

平
均
數
の
小
な

.

.
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-
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.
.
.
.
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六

(

九
0
.
5
/

る
こ
と
ヵ
と
-り
も
谊
さ
.^
、
本

が

國

產

業

經

；營

Q

一
 

般

的

小

規

膜

狀

藤

.を

：語

つて
ゐ

る

：も

の

.
で
あ
る
。
鑛
業
P

如
き
比
較
的
大

經

營

の
，
 

も

の

，
に

つ

い
て

も

が
ほ
百
人
に
^

き
ザ
七
百
十
五
人
^

い
ふ
數
を
锝
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
0
^

の
見
地
か
ら
鬼
れ
ば
、
經
_

勺 

支
>£!
齡

係

袭
.外

視

，す

れ

ば

わ

が

國

.の

.產
業
は
尙
ほ
產
業
の
小
，規
模
經
營
の
數
的
優
越
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
.
ぬ
o

こ
れ
を
立
證
す 

ベ
き
第1

1

の
資
料
は
、
議
に
お
け
る
麓
人
雇
傭
に
よ
f

の
と
、
業
主
の
単
獨
經
，營
の
數
及
び
割
合
で
あ
る
o

昭
和
五
年

國

議
 

齑
の
概
略
を
次
の
如
き
數
字
を
擧
げ
て
ゐ
る
0 

(

單
位
千
人
ゾ

產
業
種
別
' 

農

寒

水

產

業

，
 

» 

:

業
-

H

-

.

業

商

，：：

業 

交

通

業
 

公
務
卽
曲
槳
：
 

.
其
他
#:
,

.
r-
.

,

雇
主
經
營
' 

四
、
ニ
八
〇
.

ニ

三
.

.

六 

山
へ
八
六
，
 

九
三一

. 

六
九

'
 

一

六
，1

1ニ

七
.，

單
獨
經
營
. 

七
i

'
 

.

一
一
耳 七

九
.
一，五

.1
、

ニ
六
九

.j

 

n
四 

:

■ i

ん

四

？

.

ニ一一 
六 

一一：r
H

七
五 
_

後
者
の
前
者
に

對
す
る
^
.

一'四 
五
0
 

五
®

3£
'七 

'

:
.运
八
.
.
, 

六
四 

■

七
八 

•

加
七
：

' 

;

三
芄

わ

力
謹

に

.
お

け

る

經

營
_け
單

露

營

は 
一
一•-五

ズ

に

德

し

て

々

る

の

P

あ

る

。
_

壬

數

.と

使

用

人

數

と
の
•
割
合
、

.還

.經

營

と

雇

.

經
營
と
の
，割
合
か
ら
考
へ
れ
ば
ソ
わ
が
國
の
全
體
と
ゝ
し
て
產
業
に
お
け
る
小
規
模
經
營
の
數
的
優
越
從
っ
て
、
ま
た
中
間
階
級
の
數
的 

優
越
を
示
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
0
例
へ
ば
、
農
業
に
お
け
る
屈
傭
經
營
は
四
、
一
一
八
〇
、〇
〇
〇
で
あ
り
、
單
獨
經
營
は
七
一
1
五
、〇
：〇
〇 

に
過
ぎ
な
い
の
.で
あ
る
が
、
前
者
の
.中
に
は
ま
た
小
規
模
經
營
が
絕
對
の
數
的
優
越
を
保
持
し
て
ゐ
：る
.こ
と
は
、
後
段
に
示
す
が
如
く 

で
あ
る
。

.
：

.

.工
業
に
S

て
は
、
I

な
I

s

、
並
に
大
I

に
I

雷

化

が
f

れ
て
ゐ
る
H

、
證

小

議

I

は
多
數
を 

卜：！

め
て
ゐ
る
。
こ
の
倾
向
は
わ
が
.國
工
業
資
本
主
義
の
後
進
性
に
藤
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
、
わ
が
工
業
は
、
明
治
初
年
に
輸
入
せ
ら
れ
、
 

明
治
一
一十
.七
苹
に
は
僙
か
に
工
場
數
七
千
を
數
ベ
た
る
に
止
ま
り
、
そ
れ
さ
へ
、
&

績

業

の

翻

着

を

除

い

、
て

は
、
手
工
業
的
勞
働
苕
を

一
箇
處
に
集
め
た
や
ぅ
な
形
態
.の
も
の
が
多
數
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
日
淸
、
日
露
の
兩
戰
取
ぬ
、
わ
が
產
業
の
大
陴
發
展
政
策
.の
た

.

.

.

. 

. 

.

.

.

.

i: 

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

一

.

.

.

.

め
に
行
は
れ
る
.と
同
時
に
、
そ
.の
戰
'勝
の
結
艰
と
し
て
、
ま
た
工
業
の
發
股
が
行
は
れ
た
0

而
し
て
、
世
界
大
戰
は
わ
が
工
業
が
獨
占

■,
 

.

1

1

.

-

.•
,

資
本
主
讖
の
形
.態
に
おf

て
、
發
展
せ
し
め
ら
れ
龙
と
こ
ろ
の
硗
火
の
股
因
で
あ
る
。
い
ま
、
.全
國
の
工
場
に
つ
き
、
使
.用
動
力
の
有 

無
に
よ
る
規
模
を
擧
げ
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

.

.

•

'

.

.

年

末

實

數

割

合

工
場
總
數V
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明
治
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I
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五
、九
八
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階
級
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®
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0

動
力
無
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六
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九
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三
0

考
'ン
へ
四
三
九
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同

1
ー1
七

年
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.丸
”
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三
四
.
.
.幽
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〇
〇
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_
.
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:五m

菌
 

.同

.四

二

年.1
:

五
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六
：
.

:
六
；、
セ5

ー

一
'

:

八

七0;
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大

正

三

年

i

七

、
〇

六
一
一

 

'
1
〇
、
三
三
四
.

六
七
.ニ
八 

同

.
八

年
r:
三
、八一

一

n

 

. 

.
i

七
、六
五
.三

六

.一
七
八 

ー
同
ニ
台
年
^
四

八

ン

ー

九

四

」
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七
、一 .

四

一

1
r
u

五
，
三
： 

昭
.和

三

年

：
.

五
五
、九
四
八
丨
四
六
、
ニ

四

七

九

、七
〇
»—
».

〕 1

〇
〇

5

0
 

1
0
0 

1
0
0 

一
 
0

0
 

ー
.
〇

〇

5

0

而
し
て
、
こ
れ
を
遛
傭
勞
働
者
數
か
ら
見
れ
ば
、
次
表
の
如
き
も
の
.を
得
る
こ
と
が
出
來
る
。
：
 

年

次

總

ic

十
人
未
滿
，

五
十
人
未
滿

W

人
未
滿
.

五
百
人
未
滿
ハ

明

治

四

ニ

年 

大

正

.
三
年 

八

年 

H
1
1

年 

昭

和

三

年

:明

治

四

ニ

年

： 

大

正

三

年

實

三

ニ

、
ニ
ー
一
八 

三i
、

七

—*
-
七 

四

三

、
九

四

九 

四

八

、
三
九
四 

五
.五
.、
九
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0.
0

數

一
六
、
八

〇

一

1 
’1

四
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五
五

n
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ニ
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四
一
五 
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九
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1
1

六

五
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四
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八
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八
九
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九
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一

四 
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六
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七
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ニ
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八
五
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五 

五
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五
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1
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八
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芄

三 

1
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三
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久

卑
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三
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八
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四
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•
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'
五
•三 

四
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〇
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〇
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昭
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三

年
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-
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*
五1
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■
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大
芷
八
年
か
ら
、
十
三
年
に
い
た
る
エ
場
數
の
增
加
は
、
，從
來
エ
場
と
し
て
は
.、
ナ
人
以
上
の
_

用
勞
姻
若
の
あ
る
場
合
に
お
い
セ
，
 

の
み
、
計
算
し
た
の
に
_

し
て
、
當
時
か
ら
艽
人
以
上
の
勞
働
者
使
用
の
エ
業
を
ヰ
エ
場
と
し
て
數
へ
た
結
果
で
あ
つ
て
、
大
正
八
年 

以
降
は
旣
に
資
本
主
義
經
濟
の
^

双
に
入
り
な
が
ら
、
肖
ほ
工
場
數
を
增
加
し
て
；ゐ
も
の
は
、
こ
の
理
FI
1

に
蓮
づ
い
.て
ゐ
る
の
で
あ
る
。 

扨
て
、
以
上
の
.工
場
統
計
に
.つ
い
て
見
.る
と
、
，十
人
未
滿
の
勞
働
者
を
有
す
る
小
工
場
は
、
全
工
場
數
の
大
半
を
占
め
て
ゐ
る
と
い
つ 

て
差
玄
な
い
。
昭
和1

一
：
一

年

に

お

い

て

^

全
工
場
の
五
ニ
ズ
$:
-
办
め
>

こ
れ
’に
艽
十
人
未
滿
の
冰
8

場
を
加
算
す
る
と
会
は
、
全
工
場 

•數
の
八
九
•
八
^

の
多
數
を
占
め
る
結
果
が
表
は
れ
て
來
る
。

こ
れ
に
、
眾
獨
經
營
並
に
、
三
四
人
ま
で
の
職
工
徒
弟
を
使
用
す
る
小 

經
營
者
を
加
へ
る
と
き
は
、
小
經
營
數
は
、H

業
經
營
に
お
い
て
、
絕
對
多
數
を
示
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
_

中
小
商
人
の
數
は
著
し
い
數
を
承
す
べ
き
こ
と
は
、
明
か
で
あ
る
が
、
犯
確
な
統
計
が
存
在
し
な
い
。
五
大
都
市
に
つ
い
て
見
れ
ば
、

十
五
萬
3

千
七
首
七
+
.
戶

と

計

管

れ

て

％

旮

％

ぺ

前

揭

昭

和

芄

年

國

勢

調

茶

概

觀

校

お

；
^

る

蔽

業

ん

ロ

 

一
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.
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.
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.

0

人
、
單
獨
經
營
者1

、1
1六
：七

、
0

O

G

人
合

計

ニ、，I

九
八
、0
0
o;
の
：內
、.
.舉
獨
經
營
者
は
勿
論
の
？:
'
:
ど
、
属
主
經
營
.の
大
半
以
上 

は
小
規
模
商
店
で
あ
る
ご
と
は
想
像
：に
難
く
な
い
，タ
，近
来
百
貨
店
の
進
出
そ
の
他
で
、
商
店
の
集
中
的
經
營
は
、.一
.
の

傾

向

と

見

ら

る

べ

.

. 

‘

も
0

で
あ
る
が
、
:;
-
尙
ぼ
中
小
商
,

：の
»:
-
比
.多
數
で
あ
る
0
-:
'
':#

小
商
象
者
0'
問

題

ば

、
へ
.缺

等

の

歡

中

問

骱

駁

晛
@

の'
1
脊

察

T

九

ベ
X
G
5
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v>

ふ
.麗
實
そ
：

の
：が
，
中
小
商
業
が
商
業
咕
教
げ
.
る
そ
0

數
时
^ :
:

敞
釔
^

.

.農

業

；
に

つ

い

「

て

見

れ

ぱ

、

こ
：
の

|

は
、.
更
&'
;

に
い
队
_

る

：の
：
で
_

る
0,
.何
と
.な

4
:

於
國
な
舰
經
營
め
疾
泉
が
、
そ
の
過 

，づ

農

吖

紺

織

ぬ

あ

-る
こ
.
.と
は
^

に
諸
學
奢
の
明
か
に
示
し
て
ね
る
.i

と
ろ
で
.、
軿
，地
廉
^

狀
歡
ぼ
、.
ょ
く
こ
の
^

向
を
^
し
て 
>
 る
。 

牀
t'
r
!i
s
fe
ょ
れ
ば
，
^

羽
砗
巧
度
.の
#

地
^

有
狀
態
及
^

戶
數
割
合
'は
.次
の
や
：.テ
.
.5'
;

不
さ
«

て
)̂
'
.
る
0.
.
.

.丨
ふ
.'
へ)

 

ン

：

'
rr
有
莕
戶
數
：
' ■

':
ぞ
の
割
合
；

--
:

.

:

.'
:
_

:
、
 

： 

<
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五

段

未

滿

.

；
ニ
、五
〇
八
、九
.三
三
.
.
.
四
九
•
七
七
^
. 

.

T
1

.
5r
i
.
段

以

上「
町
來
滿 

一
、
ニ
四
六
、I
s

五
':
'
: 

'1
1

四
，七
：ニ

'.

H

1

町

以

上

三

町

未

滿

八

九

九

、芄

六

〇

ー

七

大

芄 

'

四

'
,.
二
一-*
町

以

上

五

町

未

滿
.

.

ニ

ニ

ニ

、
九

八

四
.-
.四

•
四
一

 f

,
'
:
''
'

'
r
 

:

パ
 

:

-
as
:

:

.

五
町
以
上
：

十町朱滿：

.「

ニ
ー
！、四
ー
一
五
：

ニ
•
ニ

五

'
. 

:

六

'.
.ナ
^

^

上

苹

町

.盡
 

'
四
五
•
四
四
五
.

.

.

.〇
•九
〇

人 

七

.
''
;

五
.

十町.以
上

'

:

四
、〇

芄

七

.
〇
•
〇
九
：

耕
地
所
有
.の

ー

廣

狹

別

に

つ

い

：
て

.兕
れ
、ば
、
芄
段
未
滿
の
土
地
所
有
客
數
は
斷
然
優
勢
で
，あ
る
。
而
し
て
、
內
地
總
耕
地
面
廣

.(

昭
和 

s
i

年
農
事
銃
則
表)

五
、
八
^

^
、
四
.四
六
町
中
自
作
地
三
、
〇
八
四
、
七
四
五
町

(

五
ニ
丄
|ニ 

％)

、
小
作
地
ニ
、
八
一
ニ
、
七
ニ
一
町

(

四 

七
•
六
九
^)

と
區
別
す
る
こ
と.が
出
來
る
か
ら
、
耕
地
經
營
方
面
か
ら
の
割
合
算
出
も
ま
た
必
要
で
あ
る

o 

、

經

營

規

模

.經

翼

證

i

割

合
 

7/
:段
未
滿 

一
、九

三

八

千

戶

三

四
•
八
^

賴菪 m s  SjS
以本以未以 
上滿上滿上滿上

.
1
、

九
〇
〇 

三
四
丄
_

r
l.

三

〇

.

一.

ニ 

•九

■

三

一

八

.
芋

七

一
三
〇 

.一一•三 

，
六

九

r

ニ

こ
れ
に
ょ
つ
て
見
れ
ば
、：：

農
家
の
耕
地
經
營
も
ま
た
五
反
未
滿
及
び
一
町
来
滿
最
も
多
數
で
兩
渚
併
せ
て
、
六
八
•
九
^
に
達
し
て
ゐ 

る
。
か
く
办
如
き
狀
態
は
、
日
本
の
農
業
翁
の
過
小
農
的
狀
態
で
あ
る
が
、
ま
た
か
：

>

る
種
類g

.

經
營
が
日
本
農
業
に
お
け
る
數
的
優 

越
を
示
し
て
を
り
、
.
從

づ

て

、

こ

、の

層

の

社

會

的

政

治

的

動

向

が

，
甚

だ

盤

要

性

を

帶

び

て

來

る

こ

と

は
想
像
に
難
く
な
い
と
こ
ろ
で
あ 

.る
。
.

” 

• 

:

舊
中
間
階
級
，の
分
布
狀
態
は
以
上
の
加
く
で
.あ
.
る
が
、
：新
中
間
階
級
は
如
何
、'.
日
本
の
傭
中
間
階
級
に
つ
.
い
：て
の
疋
確
な
躺
壯
は
未 

.だ
#

在
し
な
い
。
大
ポ
九
华
の
國
勢
調
齑
の
結
报
は
、
無
職
業
を
除
き
、各
職
業
を
通
じ
て
の
本
業
考
、
一1

六
、
六
一
一
ふ
ハ
、

一
二
一
目
人
の 

中
、業
主
た
る
も
の
，八
^
九
五
八
、
三
六
七
、職
員
•一
、
五
'
1
四
、
五
|
1

、
勞
務
著1

六
、
一
五
.

1
1
3
.

二

.M

は

所

謂

新

中

間

階

級

に

屬

す

：
る
，も

，の

と

見
て
差
支
な
い
で
あ
ら
ぅ
o
..

而
し
て
、
此
較
的
そ
の
數
蜇
の
明
^

な
+る
も
の
は
、

:#

公
^

、

:

敎
'M

の

如

き

も

の

；
の
：數

で

.あ
る
。.
官
变
、府
應
史
員
及
.び
.
市

町

村

吏

員

は

昭

和

五

部

現

在

に

；
お

：

い
：：

て
、、
合

計

售

ー

.

"

I
,

 

一
一
 

5

人
で
あ
り
、 

>

問
階
級
間
：輝
の1

考
察 

5

 

(

九
.
0

七
：
>



I
Ifれ
ill
T 1
!：
I
I 
i 
1

II

I

丄

 

i

間
1

_

:

 

.

.

w

l

 

八 >

昭
和一

ー
萃
昽
m

来
け
る
官
公
私
立
學
校
敎
員
數
はr

im
.

一；1
、
四
.三
'-
:
^

セ
：あ
り
、自
由
職
業
家
は
六
0

1

6
ニ
〇
人
で
、
そ
の
.內
宗
敎 

.家

一

八

五

、
〇

ニ

〇

、
：

醫

靡

及

：
び

.藥
劑
師
一,莕

^

こ
-;

€
>
外
太
商
店
、
侖
社
ノ
銀
行
等
に
肩
嘗
さ
れ
^

ゐ

る

專

門

技

術

家

、

事

務

員

を

加

べ

た

な

：ら

ば

.？

相

當

め«

に

昇

る

べ

き

こ

.
と

は

確

實

：
で

あ

る
.o 

.

.

:

:

'

以

上

摩

げ

た
-̂
こ
.ろ

は

、
.6
が
•固

の

所

謂

中

間

階

級

.
に

M

す

,,
i

考

へ
ら
れ
る

諸
層
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
概
括
的
に
^

9

れ
ば
、
次 

の
如
く
で
あ
る
。

.

'中
小
商H

業
奔C

小
所
有
市
民
階
級)

.

.

.
：

-
'
:

、

-
-

中

間

階
’
級

|

,
_
ャ
5
5皆
^「
，

■

.

—

>
」

ぐ

ロ

)

農

村

の

ホ

小

農

餍

ハ

自

作

及

び

小

が

)

一
新
中
間
階
級
I

s
 

|

|

(

文
官
、I

、公
吏
、賢

1

3

行
員
、技
術
家)

C

 

ニ)

自
€

職
業
家C

著
述
家
、辯
護
士
、宗
敎
家
-

1

術
家
等)

七

こ
れ
ら
の
中
間
階
級
は
如
何
な
る
狀
態
に
置
か
れ
て
あ
つ
た
か
。
そ
の
双
■
に
つ
い
て
は
、
こ
ゝ
に
記
す
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る 

が
*

そ
の
槪
略
に
つ
い
て
記
述
す
る
こ
と
は
、
•決
し
て
無
駄
で
は
な
い
で
あ
ら
ぅ
。

先
づ
.農
業
的
中
間
階
級
で
あ
る
が
、
こ
の
層
の
經
濟
的
窮
乏
に
つ
い
て
は
、
旣
に
諸
家
の
說
明
が
あ
る
。
こ
の
窺
乏
は
歷
史
的
の
も 

の
で
あ
つ
て
、
-決
し
て
、
現
代
突
如
と
し
て
起
つ
た
問
題
で
は
な
い
。
そ
の
窺
乏
の
淵
源
を
求
め
や
ぅ
と
す
れ
ば
、
勢
ひ
、
德
川
時
代 

に
ま
で
遡
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
德
川
峙
代
に
お
け
る
中
小
農
の
窮
乏
は
、
決
し
て
柳
治
維
新
の
土
地
政
策
に
よ
つ
て
解
汍
せ
ら
る
、
こ
と

が
な
が
っ
.

.J
J

の
で
あ
を
o

明
治
政
府
は
、
地
祖
改
正
を
斷
行
し
て
、
そ
の
.賞
物
納
入
.を
金
納
，と
：し
た
0

大
-̂
生
は
こ
の
改
革
の
た
め
1C
、 

上
池
の
.所
有
揽
が
確
認
せ
ら
る
、
と
と
も
に
、
毂
物
賣
買
に
お
け
る
投
機
的
便
宜
を
#

た
•の
.
で
'
あ
る
。
大
地
主
は
、
小
作
料
を
實
物 

(

米)

に
お
い
て
受
取
り
、.
こ
れ
を
貨
幣
と
し
て
地g

を
支
*

ひ
、
そ
の(

殘
餘
を
農
業
以
外
の
事
業
に
投
資
ず
る
こ
と
に
A

っ
て
、
純
然 

た
る
地
主
た
る
地
位
か
ら
脫
し
て
、、
半
ば
金
利
生
活
寧
の
如
く
、
半
ば
、
生
産
事
業
へ
の
參
M

と
な
つ
た
。
し
か
る
に
' 

中
小
地
主
は 

來
穀
寶
賈
に
お
け
る
投
機
的
利
益
に
も
预
か
ら
ず
、
漸
く
、
自
己
の
土
地
を
耕
作
し
、
ま
た
は
小
作
し
て
、
.そ
の
生
活
を
送
つ
て
ゐ
た 

の
で
あ
る
。
.
し
か
る
に
、
.明
治
初
期
'の
政
«

は
、
そ
，.の
資
本
主
義
.の
成
長
の
た
.め
に
.、
，.農
.利
に
運
|1
し

た

租

，税

を
.も
つ
て
.
.
C
代
的
资 

本
主
義
の
，育
成
を
計
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
の
み
で
は
な
い
o

農
村
に
對
す
る
商
業
，資
本
の
.侵
溯
は
、
中
小
の
農
業
經
營
％
益
、
糜
迫
し
つ
:\
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
し
か
る 

に
，
日
本
の
エ
業
資
本
主
義
の
發
展
は
、
そ
の
■所
要
人
口
を
農
村
に
求
め
る
こ
と
に
ょ
つ
て
、
農
村
を
そ
の
餘
剩
人
口
の
負
擔
か
ら
幾 

分

か

を

救

っ

た

の

：で

1

:

0

而
し
て
*

明
治
政
府
'の
資
本
生
義
育
成
政
策
.は
、'
日
本
の
地
理
的
位
置
の
好
條
件
と
と
^

に
.
、

日

本

は

西 

歐
，
ま
た
.は
ア
メ
リ
カ
合
衆
國
の
植
民
她
七
化
す
る
t

と
な
.ぐ
、
自
ら
を
强
大
な
：資
本
主
義
國
:̂
し
て
獨
立
1

た
0

で

あ

る

。

こ
.
の

資 

本
生
義
0

發
展
過
程
.に
お
い
て
.は
、
.農
業
者
^

窮
迫
の
中
に
、
そ
の
'部
分
的
恩
惠
に
預
.る
こ
と
が
出
來
た
の
で
あ
る
。
' 

.

.

.

し
が
る
に
、
ぼ
洲
大
戰
：に
ょ
っ
て
獨
占
資
本
主
義
の
段
階
.に
入
.っ
た
日
本
の
資
本
主
義
は
、
大
5£
九
年
以
降
そ
の
工
業
的
發
展
を
止 

•̂
>

る
^

と
も
に
、
漸
次
に
、
大
戰
‘に
:±
っ
.
.て
擴
大
さ
れ
た
生
產
規
模
の
.縮
小
を
企
圖
す
る
に
至
'0
た
。
デ
フ
.
レ
ー
シ
ョ：

ン
政
策
、
合
理 

:
化

政

策

ほ

い

そ

0

顯
著
な
る
現
は
れ
で
あ
る
0
.
か
く
ズ
農
村
出
身
:0
澇
顧
者
せ
失
案
常
^

4

艿
そ
の
故
鄕
忙
歸
0
そ
、農
-#
の
負
擔
を

中
間
階
級
問
蹲
の
：

一

考

察

.

:~
ニ
ニ 

， f
i.
p

九)
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s
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f
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I

s

I

I

。
I

I

謙

f

彥

然

屢

產

物

價
f

 

i

l

l

ず
？
好
^

產

S

產
さ
れ
I

、
そ
の
墻
|

產
物
と
農
家
に
.

■

る
個
人
主
義
的
、I

制
的
販
寶
方
法
は
、益

，
.

農
產
物
價
格
の
下
f

 

な
っ
て
现
は
れ
冬
。
囊

I

營
は
都
市
的
工
業
f

j

と
I

f

ル
テ
f

ト
S

ト

衾

短
翁
も
な
い.

.
1
.

に
あ
る
の
，は

.た
M

業
的
小
經
S

.

無
棘
制
的
.生
產
で
.

|

ャ
か
べ
の
如
き
狀
態
に
お
い
て
，
農
家
が
特
に
經

蘭

係

暴

て

不

利

で

あ

著

と

は

、
今
更
ら
I

物
と
工
業
製
f

§

農

寶

馈

七

十

證

麗

责

、
農
村
は
地
.

$

小
作
人
も
經
濟
的
困
難
の
I

I

.

殊
に
中
小
農
は
、

l

i

t

る
と
と
は
、
、銃
許
的
に
こ
i

k

:

示
す
必
要
は
.な
い
9
 

 ̂

.

.

し
か
I

、座

ら

の

農

家

は

、
幾
度
か
そ
の
：經
濟
的
狀
態
の
改
善
2

1

僚
、

.

I

I

ゐK
:
.

し
力
る
に
そ
の
政
策
は
大
地
主
の
た
め
の
政
策
で
あ
る
か
、
ま
た
は
都
市
資
本
家
の
た
め
の
農
村
政
策
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

農
|

擊

_

|

『

|

羞

、
雲

塞

i

i

l

l

 

i

i

l

の
で
t

。

そ
の
政
I

I

は
'
農
村
中
の
I

特
定
？

對
し
て
は
、
多
少
の
着
を
與
.へ
、
翌

I

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
I

大
衆 

に
#

し
て
は
、
何
I

I

I

な
か
っ
た
f

で
な
く
、
そ
の
生
活
力
t

へ
奪
は
ん
と
し
て
ゐ
た
の
で
I

 

t 

-̂

1
-
1

馨

ヴ

沒

落

€

题

篇

論

ぜ

ら

れ

、
そ
の
.
救
濟
策Q
如
I

猶
.

5

唱
さ
れV

ゐ
るQ

で
あ
る
が
*

そQ

證

の

狀

態 

は

何

售
f

れ
る
こ
と
が
な
い
の
で
t

。
前
掲
の
昭
和
I

國
勢
_

Q

鐘

I

f

 

ロ
Q

I

を
物
語
つ
て
ゐ
る
が
、
そ
L
* 

は
商
|

體
の
繁
榮
暴
づ
く
も
の
で
は
な
い
。
：農
撃
工
業
の
諸
部
n

は
擊
そ
の
人
口
收
容
力
を
缺
ぃ
て
ゐ
る
の
で
、
？

に
以
#
:

の'
-:
[1«
来
る
ー
4

^

業
.
.に
向
'ふ
ま
.で
.!:
'
'あ
..る
。
.
明
^
.
初
期
以
來
、

の
中
小
*
.H

業
は
、：

.農

.業

.に

.お
け
.る
.«|
»

小

經

營

に

比

..し

て

狄
 

し
て
悪
い
地
位
に
置
か
れ
.て
ゐ
た
も
の
で
は
.な
い
。
明
治
政
府
の
施
設
方
針
は
大
商
工
業
の
.保
誰
育
成
政
笟
に
そ
の
主
力
を
注
ぎ
、
當 

時
の
日
本
の
中
樞
的
生
產
及
び
交
換
様
式
で
あ
る
中
小
商
工
業
に
對
し
て
は
、
.放
.任
政
策
を
採
っ
て
ゐ
た
や
ぅ
で
あ
る
が
、
尙
ほ
資
本 

主
義
の
士
弈
期
に
あ
.っ
て
は
、
中
小
商
工
業
奪
も
、
そ
れ
に
伴
っ
て
、
發
腿
の
過
程
を
迹
り
得
た
.の
.で
あ
る
。
殊
に
、
日
淸
、
日
露
の 

戰
役
後
に
お
け
る
エ
桊
の
發
展
、
歐
洲
大
戰
中
の
重
工
業
の
發
展
は
、
人
々
の
都
ホ
_

屮
_を
實
親
せ
し
め
、
そ
れ
に
對
ず
る
物
資
供
吣
、
 

配

給

若

と

し

て

，

中

小

商

工

業

#

の
得
立
を
可
能
な
.ら
し
め
た
の
で
あ
る
。
故
に
、
大
芷
七
、ノ
八
年
砠
ま
で
の
中
小
商
工
業
者
の
地
：位 

.
は
比
較
的
平
德
無
事
で
あ
っ
た
。

：

•

:

■
:
.
;.

ヾ
H 

.
し
，か
々
に
、
,

獨

«h
-

資
本
主
義
^

支
配
.が
.完
成
せ
ら
る

る

と

、
，
：：
遞
•は

：自
ら
：異
3

て

衆

るo
!
力
.
ル
，
テ.ル
、

.

エ
.截
者
の
：生
產
物
に
對
す
る.太
資
本
の
.致
命
的
友
配
で
あ-り
、
結
局
.に
お
い
て
ノ
そ
れ
は
大
資
本
に
對
す
る
隸
屬
物
と
.な
っ
て
の
み
、 

ゾ
そ
：の
靡
濟
的
活
励
の'#
續
を
可
能
な
ら
し-め
ら
れ
る
-の
で
あ
る
0
中
小
.エ
業
奢
は
、
#
立

ず

名

。

し

か

し

、
,
：そ

れ

は

最

弗

昔

日

の

如

舎 

小
亦
段
仕
し
て
の_
^
な
る
活
動
(0
結
艰
で
ほ
'な
く
し
て
> 
太
資
本
の
、.支
配
：下
1C
.お
け
る
#
在
で
.あ
，る
。：

；
'

,

^

小
_

業
考
の
*

立
も
、
ま
た
大
資
；木
經
：營
に
ょ
る
商
業
に
ょ
0

て
脅
か
さ
れ
る
。
そ
；め
第
1
“
は
首
貨
店
の
發
展
で
あ
る
。
..
獨
占
資 

本
主
韻
時
代
に
お
け
：る
小
寶
商
間
題
：は
、
百
貨
估
問
題
で
あ
る
と
い
っ
て
.
ょ
いo

:

面
貨
店
ft

そ
の
綜
合
的
經
營
法
に
ょ
っ
て
、

の
あ
：
:^

ゆ
^
純
闕
を
侵
略
せ
ん
と
し
て
ゐ
る
:0

百
货
店
：は
祺
に
、.
そ
の
販
賣
商
品
の
範
間
の
廣
い
ぱ
か
り
で
な
く
、
そ
の
大
資
本
と
信 

用
：去
を
_

川
し
て
>

亩
貨
伋
支
店
網
|:

全
_

杧
張
：る
と
腐
時
に
、
：大
都
布
|?
:

あ
づ
：て
は
、
都
市
中
ー
心
補
と
郊
外
伤
證
^

に
販
寶
所
そ
.

中
冲
附
顧
間
姻
の1

.#̂
.. 

■.
.一

二

五

C

九
；1:1.

い
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5

ハ 

5

5

.開

設

し

、
、
そ

の

金

融

の

便

其

；

C

姝
忆
そ
の
潑
行
す
：る
商
品
券
は
裏
龙
額
に
上
つ
て
ゐ
る
> 

大
規
模
の
宣
傳
、
營
業
サ
丨
ヴ
ィ
ス
、
交

迎

機

關

と

：
の

連

絡

に

ょ

つ

て

い

顧

客

の

歡

心

^

需
要
：と
を
充
た
し
0
:

\

あ
る
の
.で
あ
る
0:
•
.

-

.

•

.

.

.
 

•. 

.

.

. 

.

.
■

.

.

.

.

. 

. 

•
.
.

.

い
右
の
外
、：

小
賣
商
の|

膚
敵
と
固
さ
れ
る
も
の
括
、
：連
鎖
店
が
あ
る

P

連
鎖
庙
は
同
.
.一
系
統
I

本
を
も

つ

て

、
小
寶
商

を

銃

帥

し
 

た
も
や
で
：
A

經
f

c

,

4

s

と
小
經
營
.

(

分
散
性)

.4/
を
兼
ね
備
へ
た
點
に
お
い
て
、
南
者
の
■

益
を
併
有
し
得
る
JD
で
あ
る
が
、
日 

本
に
お
.け
る
發
展
は
未
龙
大
.で
.は
な
^

::
0

次
.に
公
設
市
場
が
あ
る
0

こ
れ
は
生
活
必
需
.品
市
場
と
し
て
、次
第
に
發
展
し
つ
、
あ
る
が
、 

,

公
設
市
場
は
御
相
聞
き
制
度
を
行
つV

ゐ
な
い
：の
で
、
こ
の
點
は
、
小
寶
商
：に
對
す
る
S

は
大
で
あ
る
が
、
公
設
市
場
へ
の
爆
の 

間

題

茗

、の
打
辱
の
大
小
を
決
定
す
る
も
.の
2

名
0

し
か
し
な
が
ら
、
と
0

公
設
市
場
も
小
寶
商
へ
の
影
響
は
決
し
て
、
等

閑

に

附

 

す
る
傷
に
は
行
：か
な
い
の
で
あ
る
。
，震
災
後
六
ヶ
年
の
東
京
市
公
設
帘
場
に
ぉ
け
る
賣
上
げ
高
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

' 

.

.
六
、
1
1
0〇
、四

一

四

圓

.

:

.

:

へ
.
：

十
四
.
f

:

V
.

っ
' 

:五
、七
八
五
、
ニ
七
七
'

'.
.

ノ

.
V
:

:
'

十
五
年
.

.-
,
.', 

: 

- 

 ̂

-

r 

-

:

〉

.

.

三
年
：
ペ

.

. 

I

I

I

■
:「

、

：
_

'

■

■
.

三
、
一
六
.五
、
五
九
：六
V

一
 

.  

.

'

:
广

,

;«
災
？

ら
裏
減
少
の
傾
询
は
ぁ
る
や
う
で
あ

る
が
、
そ
れ
は
公
設
市
場
.に
'#
立

し

て

、

私

設

市

場

が

設

，
立

せ

ら

る

、

こ

と

が

多
.く
'̂
0

た
.こ
.と
に
.\ょ

.̂
の

で

あ.る
0 

.
更
ら
に
小
寶
商
の
問
題
に
關
聯
し
て
消
費
組
合
が
あ
る
。
消
'#

組
合
の
自
的
は
所
謂
中
間
搾
取
.の
排
除
で
あ
る
が
、
そ
の
意
味
に
お 

ぃ
て
、
商
業
一
般
、
殊
.に
小
賣
商
に
對
し
て
は
、
：
大
な
.る
.

「

敵」

で
：あ
る
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
n

本
に
お
：い
て
、
消
費
組
合
が
發
生 

し
を
の
は
、
明
治
三
.十
四
年
'̂

、
明
治U

一
十
九
年
に
は
全
國
に
-
•組

合

會

員

ニ

千

一

一

百

人

■が
あ
つ
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
つ
大
力
.
大 

正
.艽
年
に
は
、
ニ
十
七
、(

會
員
一
萬
五
千
人)

同
十
三
年
に
は
、：、.百
.一1

十

(

會
員
十
萬
一
ー
ー
千
人

)

パ
昭
和
ニ
萍
に
は
百
棚
十
七
、(

會
員
十 

艽

受

)

で
あ
.っ
そ
、
全
人
ロ
數
へ
の
割
合
か
ら
い
へ
ば
未
だ
そ
の
發
焉
の
程
度
は
甚
菌
弱
.で
；は
あ
る
が
*

勞
働
者
運
動
及
び
蓄
. 

生
活
者
運
動
の
進
展
は
ソ
必
然
的
に
消
廣
組
合
運
動
を
發
展
せ
し
め
る
も
の
七
觀
潘
し
て
誤
り
で
は
な
い
^

谓
ふ
。
も
し
、
；
さ
乃
た
と 

す
れ
ば
、
こ
の
i

か
ら
す
る
中
小
商
業
翁
に
對
す
る
影
響
は
、
將

來

更

糜

、
顯
著
I

の
が
あ
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
ぅ
。
か
く

見
來
れ
ば
”

大
資
本
と
消
後
組
合
遝
動
に
ょ
る
狹
擊
は
小
寶
商
の
立
場
を
更
ら
に
惡
他
せ
し
む
|

の
'
と
い
ふ
べ
き
.で
あ
ら
ぅ
。

.

■

* 

■ 

. 

, 

.

.

.

マ
新
中
間
階
級
：の
麗
は
知
識
階
級
問
題
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
出
來
.る
。
而
し
て
フ
こ
の
知
識
階
級
は
舊
中
間
階
級
め
や
ぅ
に
、

.

.一
の
'
封
建
的
殘
怀
物
と
し
て
9

^

彩
を
有
す
る
こ
と
な
く
、
新
興
-0

本
：に
お
け
る
新
ら
し
益
素
で
あ
つ
て
、
新
日
本
の
指
緯
^
^
位 

に
立
.
つ
若
の
問
.題
と
し
て
理
解
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
故
に
そ
れ
は
■
必
然
的
に
.ロ
本
資
本
主
灌
の
發
展
の
問
題
と
と
も
に
出
題
に
さ 

れ
ね
ぱ
な
ち
ぬ
と
と
6

の
も
の
で
あ
る
0
,

:

:

:っ

：:
'
:

、

:

;

.

.

.
:フ

' 

,

:

.

.
明
治
維
新
以
來
艽
十
年
間
の
日
本
垃
發
腰
朐
の
日
本
で
^

る
パ
そ
れ
は
隹
て
^

點
に
於
い
そ
康
漸
せ
ら
^

て
總
^
の
點
に
於
い
て
發 

中
問
惜
線
||
«

題
め
1

考
ぎ 

•

;-

ブ
七：

^

.

.
5

ソ



fi
r
r;'
1

\
^
t
s
^

{ 

f.
I.
«■!
.
!
<.itl
 

- 

-
•
 

i
-
- 

- 

-
-

:
 

■It-l
i>.-

-»-.«
«lM.̂onMÎ.
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a
i
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中
叩
階
級
即
癉
の
ニ
考
察
_;

M

l

l

.

?

l

の
I

。
看

て

、
I

言

I

I

墜

^

そ
i

话
適
戚
し
て
ゐ
た
も
Q

s

る
。
、資
本
襄
は
向
上
的
傾
向
を
た
f

\

:

急
速
运
米
資
本
主
義
の
水
準
に
到
達
す
る 

r

に
は
こ
の
猶
に
適
應
I

極
め
て
塗
な
る
知
I

盖
を
必
要
と
し
た
。
f

官
■

る
I

f

拿

問

は

タ

^
 

1

翁

知

識

^

產
は
、
鋳

尊

馨

ら

れ

た
f

l

本
社
會
に
於
け
る
知
識
s

f

大
學
卒
業
生
の
優
遇
と
な
つ
て

を
な
し
得
た
の
で
あ
る
。
即
ち
大
學
の
門
を
出
た
も
の
は
R

本
社
會
に
於
け
る
特
權
階
級
の
側
に
場
し
得

た

の

で

あ
る
。

ゝ
ス
の
I

f

は
I

的

彥

數

の

靠

を

し

て

大

學

靈

殺

瑟

し

め

今

擎

圆

め

學

資
2

つ
の
投
資
と
し
て
も
極
め 

fe
-
t
r
rr.
f

の
f

の
で
I

 

f

 く

馨

於

け

i

事

へ

の

投

資

は

そ

め

元

本

擧

倍

若

し

く

馨

倍

の

囘

收

可

能

i

し
K

I

で
I

ぅ
。
斯
く
I

f

 
l

l

l

i

l

l

f

篇

I

極

め

I

 

鑫
の
勢
ひ
で
あ
る
。
そ
れ
は
1

的
な
る
經
濟
I

:

動
I

I

共
I

觀
的
な
る
志
向
の
動
き
で
も
I

O

資

本

靈

會

の

■

可
I

I

I

於
け
る
人
間
I

I

春

や

l

i

l

、
そ
こ
|

|

題
は
3̂

,

而
し
て
嘉
に
於
い
f

向
上
線
上
I

り
た
る
I

資
本
_

の
間
に
於
い
て
は
と
の
雪
供
給
の
均
衡
は
大
體
に
於 

M

i

ら
れ
な
か
つ
t

s

て
ょ
い
。
勿
論
日
本
資
本
主
義
農
の
途
上
|

左
そ
の
景
氣
の
變
動
が
大

學

年

I

の
經
濟
货 

U

の
：I

を
I

露

f

た
I

I

云
へ
I

し
か
し
長
期
I

て
、
i

見
れ
ば
、
I

業
！

養
 

： &

熵
値
と
社
會
名
春
^
;
は
大
體
に
於
い
て
確
保
さ
れ
て
ゐ
た
と
見
て
差
つ
か
へ
な
い
。

し
か
る
に

、

！1:
本
资
本
主
義
は
其
の
急
速
な
る
發
展
の
要
求
の
た
め
に
、
：_知
識
0

大
量
生
鹿
を
必
要
と
し
た
'
0
即
ち
生
®

さ
れ
た
•る 

知
識
即
ち
大
學
傘
業
衆
は
資
本
主
義
の
發
展
に
應
ず
る
大
學
の
擴
張
と
共
に
、.
弟
々
を
の
數
を
增
加
し
た
O
.

M
し

て

，
、

一
.
度

獲

得

し

得
 

た
所
の
大
學
に
於
け
る
知
識
衮
生
產
力
は
一
宛
の
限
度
を
持
つ
て知

！！

者
を
生
産
す
る

。
へ

'こ

.
の
生
産
苁
は
資
本
主
義
に
め
け
る
景
氣
の 

如
何
、
浩
し
く
は
更
に
根
本
的
に
資
本
主
_

の
上
向
的
又
.は
唯
下
向
的
傾
向
に
從
.つ
て
伸
縮
す
る
事
於
茜
だ
闲
雛
で
あ
る
。
何
と
な
れ 

ば
大
學
に
.於
け
.る
知
識
#

の
生
產
が
.7
L
六
^

を
要
し
、
こ
れ
に
耍
す
る
資
金
は
純
粹
な
る
營
利
的
坐
產
に
於
け
る
が
如
く
變
更
し
難
い 

性
質
を
持
つ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ

.

る
。
所
謂
、
學
問
_の
：神
聖
，と
い
ふ
が
如
き
> 

そ
0

糜
敝
性
紙
他
の
#

米
キ
篛
坐
鹿
に
於
け
る
が
如
き
、 

合
现
化
を
容
易
に
許
容
し
な
い
か
ら
で
ぁ
る
0

故
に
|

日
ー
資
本
主
義
'に
於
け
る
知
識
^

需
要
の
減
遝
は
直
：ぬ
知
識
容
供
給
の
過
剩
と
な 

つ
て
'現
は
れ
る
の
一
.で
あ
る
0

- 

. 

.

.»
:
: 

:

.

.,;'

,

' 

ハ

;

:

現
在
の
狀
態
は
佻
給
過
多
の
狀
態
.で
あ
る
。
こ
の
供
給
過
多
ば
資
本
主
義
社
#

に
於
S
t

必
然
的
'な
か
も
.の
で
あ
る
9

資
本
主
義
社 

會
に
對
し
て
の
知
識
客
供
檢
過
多
は
.次
の
如
き
點
に
.於
い
て
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
現
象
.で
あ
る
:0
そ
の
第
，ー.
.は

知

識

考

の

.
勞

働

條

件

の 

低
劣
化
で
あ
.る
。
.
こ
の
傾
向
_は
需
耍
；と
#

¥

の
必
然
的
結
很
で
あ
る
。
旣
に
、
連
べ
た
■

に
日
本
資
.本

主

義

及

び

共

の

支

配

機

構

の

.
急 

激
&

る
發
展
は
比
較
的
短
時
期
.に
於
い
：て
，多
く
の
知
識
苕
を
需
要
し
、
：從
つ
て
知
識
者
の
飧
加
は
翁
速
の
も
の
で
あ
り
、
知
識
者
曆
の 

佑
齡
的
差
異
は
僅
少
で
あ
‘つ
.
て
、」

老
朽
漭
と
新
供
給
の
知
識
素
數
史
の
均
衡
は
そ
.の
.爲
忆
た
¥

ち
：得
な
い
狀
態
に
あ
る
0
.
即
ち
知
識
#
 

數
は
苹
，々
益
々
增
大
す
る
傾
向
に
あ
る
の
で
あ
る
。
從
つ
て
從
來
容
易
.に
日
本
®

#

の
茭
配
^

#

の
h

鞅
に
參
加
し
得
た
知
_
^
屉
は 

今
や
全
く
そ
の
人
员
過
多
の
爲
に
其
處
ベ
參
加
す
る
可
能
性
を
藓
は
れ
て
ゐ
る

o
,

こ

の
祺
は
資
*

粜
義
そ
め
も
ぬ
V
璣
械
性
に
®
 
く
も 

中
I

I

題
の
'

I

考

察
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で
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資
本
主
.殲
は」

方

袅

い

て

甚

芒
C

民

應

の

菌
^

で
：あ
る
？ 

.

.

. 

;

,

,
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一

へ

.
^
r
v
- 

, 
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:
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.

• 
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t
k
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V
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•
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■

'
民
I

f

傾
问
I

葉

_

農

の

讀

的

晨

化

に

•依

る

齡

ひ

簡
易
化
、
從

的
傾
向
|

資
本
_

機
#

I

制
に
於
け
る
集
中
化
の
傾
向
で
：I

O

;

ど
P

繁

と
共
に
I

產

S

雷

依

つ
I

f

ら
れ
る
I

で
t

。
：こ
れ
は
資
本
_

f

け

る

屢
_

爱

|

數

ズ

ル

ジ

#

 

級
對
多
數
ブ
ロ
：レ
タ
リ
ア
階
級
の
對
立
に
於
け
る

 

一
»

的

傾

向

に

：
於

い

て

：
も

、
：
明

か

^
示

さ

れ

て

ゐ

る

倾

向

に

過

ぎ

な

い

0
.
'

「

資

本

義

,T
に

於

け

る.^
識
者
の
犯
；̂
は
：
そ
の
.

I

般
的
傾
向
、
.即

ち

：
、
：
資

本

、

■

に
於
げ
各
集
中
''
^

と
單
一
化
の
.作
服
に
依
o'
て 

•
今
や
從
來
の
如
き
指
溝
地
位
I

保
し
得
な
い
狀
態
に
ぁ
る
。
而
し
て
こ
の
.傾
向
は
資
本
主
義
§

質
上
必
要
な
こ
と
J

I

。 

資
本
主
義
的
合
理
化
の
.裏
に
は
經
營
I

の
：合
理
化
と
人
件
費
f

け
る
合
理
化
I

】

つ
.に
分
.t

見

る

事

が

出

来

る

が

、
：
.
.
資

本 

主

義

にt

て
f

 
1

4

1

、

も

の

は■

費

の
1

で

ぁ

り

、

そ

の

最

も

主

要

I

豪

は

人

？

ゐ
る
。
現
在
の
知
識
翥
は
斯
く
の
如
き
資
本
主
義
合
理
化
の
犧
牲
と
な
づ
て
|

0

’

I

に
於
け
I

f

知
I

Q

.

所
得
は
現
,

資
本
主
I

於
て
は
f

s

多
I

I

考

へ

ら

れ

て

ゐ
る

。

經

營

組

織

に

於

 

け
る
機
械
化
的
單
純
化
は
經
營
統
制
部
以
外
に
於
い
て
は
極
め
て
簡
單
な
る
■

的
勞p

を

要

す

含

過
I

い
。
：從
っ
て
浙
く
の
旧

募

働

蔡

し

て

、

.I

Q

:

如
I

給

：I

加
i

本

義

に

志

て.
I

だ

し
4

駄
.

1

今
f

そ
の
露
は
現
在
の
f

狀 

態

の
下

に

$

5

、

議

職
X

以

上'^
上

隹

い

や

う

？

含I

本
_

の

要

求I

る
。
.別

眷

葉

で
5

ば
、
.

知

醫

從
裳
員
の
ブ
口
レ
グ
リ
ャ
汜
が
經
營
上
要
求
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
ひ
從
.っ

て

如

識

者

脣

は

，
現

在

の

場

合

；
に

於

.い

て

は

''

そ
の
'ー1、

三
十 

午
の
勤
務
に
も
か
、
は
ら
ず
、
事
業
.首
腦
栽
、
即
ら
官
省
に
於
い
て

は

大
臣
次
官
、
局
：長
、
.着
社
鈒
行
等
に
於
い
て
は
11
役
、
課
長
等 

の
地
位
に
上
る
都
は
極
め
て
僅
少
な
る
例
外
を
除
い
て
は
、
全
く
稀
れ
で
あ
る
と
云
0
.
て
ょ
い
:0
:.
V
 

.

故
に
知
識
#
it
の
そ
の
地
位
に
對
す
る
意
識
は
動
播
せ
ざ
る
を
得
ない
。
こ
れ
が
資
本
决
廣
に
於
け
る
知
離
者
曆
の
現
莅
の
狀
態
で

あ
る
。
資
本
主
義
初
期
に於
い
て
は
太
學
卒
業
坐
の
•一
 

議
へ
の
參
加
は
典
の
靡
業
の
酋
臘
衮
へ
の
保
證
で
あ
っ
た
。
.赤
手
空
拳
を
も

■
■
■ .■ 

. - 

' 

■ 

.. 

:
:

っ
て
一
事
業
に
參
加
し
、
そ
の
下
級
事
務
員
か
ら
の
质
歷
を
た
ど
る
と
し
て
‘も
ノ
多
く
の
場
合
首
腦
者
と
な
り
得
る
可
能
性
が
存
在
し 

て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
從
っ
て
.叉
斯
く
の
如
ぎ
地
位
に
お
る
考
に
と
っ
て
は

『

キ

ン
：グ』

式
成
功
ィ
.デ
オ
ロ
ギ
ー
は
必
ず
し
も
空
想
と
見 

る
事
は
出
來
な
か
っ
た
？
勿
論
現
在
の
下
級
事
務
員
と
し
て
の
，知
識
考
に
あ
っ
て
も
成
功
ィ
タ
‘
ォ

：
ロ

ギ

ー

に

醉

ひ

っ

V

あ
る
も
の
が
あ 

る
。
そ
.れ
は
早
に
醉
ふ
だ
け
で
あ
っ
て
、> ;

醍
.
め
れ
ば
そ
れ
が
ー
一
、
三
十
年
.
の
夢
に
過
ぎ
な
い
事
を
氣
見
す
る
の
.，み
で
あ
る
;0
;

官
吏
に
於 

い
て
は
、
極
め
て
幸
運
な
る
も
の
が
揭
長
の
地
位
に
、
顧

行

、
會
社
員
贮
於
い
て
は
支
店
長
.
又
.
は
課
長
'の
地
_

釔
得
る
吃
過
ぎ
な
い
。 

多
數
の
紫
に
と
っ
て
は
平
凡
な
る
官
史
、
#

t l

員
の
.
地
位
に
ょ
っ
て
單
に
沒
落
^-

程
に
あ
る
中
流
^

級
的
生
か
を
營
み
得
る
に
過
ぎ
.な 

い
狀
態
で
あ
る
？
か
く
の
如
き
狀
態
に
於
い
て
.
、
翁
し
紙
が
.
僞
瞞
的
な
る
成
功
ィ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
そ
の
十
生
忆
ゎ
た
.<
?

て
.
保
持
す
る
.事 

が
出
來
名
^

す
る
な
ち
ば
ノ
彼
は
迷
信
象
か
極
端
杈
る
空
想
家
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
：

.

:
"

:
v

.•
斯
ズ
て
知
識
#
屁
の
そ
の
地
位
に
對
ず
る
意
識
は
動
搖
し
變
化
し
_っ
、
あ
る
0
斯
く
の
如
き
狀
態
の.下
に
於
い
て
は
彼
等
は
被
使;!
]

'

.

. 

.

.

' 

•
+
.

■
• 

• 

•••

容
と
し
て
の
地
位
を
自
覺
し
愈
け
れ
ば
な
ら
な
い
狀
態
.に

置

が

れ

て

：
ゐ

る

の

で

あ

る

。
、
こ

"
の
頭
向
は
極
め
で
^

'々.に
で
は
あ
る
が
1
股 

•

中
問
階
級
€

翅
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考
察
一 

三

一

ハ

九
 

一'
£
'



零，

も

ill

if

i
i

I

5
3s
«feR

.、-v̂f-!»
»
 

-<».3yt..
 
fr>

f-.ul-if

| i
fI

I
\

中
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階
級
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考

察

5

ラ
リ
ア
》
:ト
の
内
裏
潤
し
、
殊
i

業
の
1

、「

解
散
等
の
場
合
急

け
I

働
I

I

の
，協
同

—T-*

(

九

1

八)

ゐ
る
*

m
爭
(C
於
い
て
現
は
れ
で

へ
か
く
の
如
き
歷
史
的
必
然Q

下H

置
か
れ
て
ゐ
る
1

1

の
經
濟
的
地
位
は
I

t

る
か
。
い
ま
、
最

も

留
I

f

つ, 

て
、
そ
れ
を
調
べ
I

や
う
。
第
五
〇
囘
統
計
年
鑑
は
昭
和
_

に
お
け
る
裏
數
及
猛
給
に
.
S

七
次
の
言
な
統
計
を
麓
し

て
ゐ
る

.文

官

勅

任

宦

I

、
三
四
七 

0

0

一
四
、◦
五
七 

■判

任

官

.一
 

n

、五
九
一 

屈 

一一g

八
、六
三
：一
 

傭

：

.
!

I

F
 

'吏
I

，數

:

武
：
{
a 

.

三
四
一 

—*
八
、四一

六 

ニ
四
、六
，

1
七

宮
内
省 

ニ
九
七

1

、
1
A
H
I
.

三
、〇
九
八
：

合

計
 

I
、

七
五
七 

三
--
*
ー"
七
七
0. 

二
.1
1七
>
三
九1 

三
五
.一、

七
ニ
九
.

.
文

官 

五
、九
八
三 

ニ
、九
八1

 

一
、〇
〇
一 

箄
四
七
，

人
' —

年
平

|
額

圆し，

武

官
.

五
、八
九
六 

1

、八
八
七

宮
内
雀
，
 

五
*
五
允
七
■ 

ニ
、八一

四 

一
、.ニ
三
.〇

六
七
六

.

. 

. 

.

; 

‘ 

I
.
/ 

'
七
-

1、

全

裏

數

五

U
.
H

I
1

ノI

#

の

約

六

分

强

が

昼
I

I
.

十
四
.圆
餘
以
上
の
收
入
を
持
つ
て
I

に
過
ぎ
な
い
狀
馨
ぁ

り

、

 ̂

の
過
半
數
以
上
は
、
月
收
約
五
ナ
圓
程
度
の
人
々
で
ぁ
り
、
約】
一
割
六
分
强
が
月
收
約
聶
の
程
度
に
止
ま
る
o
.
而
し
て
、
宴

の

俊 

給
は
、.一

般
の
そ
の
他
の
事
業
ょ
り
は
、
霊

的

で
I

、
瓦
つ
そ
I

に
お
い
て
も
、劣
ら
な
い
も
の
を
I

し
て
ゐ

る

？

I

 

そ
の
i

に
は
、
I

制

器

よ

つ
て
、

.
一
定
|

以
上
'
Q

l

g

l

s

f

l

f

れ

て

韋

の

：で
、

. 

一
I

利
な
も

•

の
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
し
.か
る
に
も
枸
ら
ず
、
官
僚
制
度
の
確
立
は
、
靑
年
を
し
て
、
：'所
謂
靑
霉
の
志
を
遂
げ
し
む
.る
ほ
ど
に
、
有 

利
な
も
の
で
な
く
な
つ
て
來
て
ゐ
る
。
こ
の
狀
態
は
文
官
に
お
い
て
も
、
武
官
に
お
い
て
も
然
り
で
あ
る
。
而
し
て
、
こ
れ
ら
の
文
官
、 

武
官
の
出
嫌
階
級
社
主
と
し
て
、
.：舊
中
間
階
級
.に
屬
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
等
は
ニ
重
の
意
味
に
お
い
て
、
.そ
の
身
分
の
沒
落
の 

經
驗
E

味
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
同
じ
や
ぅ
な
立
場
に
：ゐ
る
銀
行
、
會
社
員
に
つ
い
て
も
い
ひ
得
る
の
で
あ
る
。

九
.
'
.

.

;

中
間
階
級
放
、
，そ
の
新
舊
曆
の
何
れ
に
し
て
も
、經
濟
的
に
有
利
の
立
場
に
は
'.

®

か
.れ
て
.
ゐ
な
い
。
旣
に
吾
々
が
見
て
來
た
や
ぅ
に
、 

新
舊
兩
冲
間
階
級
の
.數
量
は
一
國
人
口
中
可
成
の
部
分
を
占
め
る
の
.で
.あ
る
。V:

日

本

に

；
つ

い
'て
い
へ
ば
、
勞
働
者
十
人
以
上
を
使
用
す 

る

工

場

の

勞

働

客

中

數

百

：五

十

萬

余

.

(

昭
和
五
年)

及
び
そ
の
他
の
.勞
働
者
の
.合
計
碓
算
は
約
四
五
百
萬
に
昇
る
も
の
と
考
へ
ら：

れ
る 

が

、

そ

，の

難

に

比

し

て

、

決

し

て

少

b

と
し
な
い
の
.で
あ
る
。
舜
に
農
業
的
中
間
階
級
を
考
察
に
加
へ
る
と
き
は
、
わ
が
中
間
踏
級
人 

ロ
は
、
■
甚
だ
大
な
る
も
.の
.が
あ
^

の
.で
あ
.る
。

.:

. 

'
.
へ
:

,

:
 

:

こ
れ
ら
の
中
間
階
級
は
、
そ
の
經
濟
的
不
況
時
に
お
い
て
、
彼
等
自
身
の
利
益
を
擁
護
す
べ
き
何
等
か
の
手
段
を
持
つ
て
ゐ
た
か
。 

彼
等
は
多
く
善
良
な
國
民
と
し
て
、
そ
の
勤
勞
と：

精
神
と
.
.に
お
い
て
、：.金
體
の
た
め
に
、
％
_カ
を
惜
1>
:ま
な
か
つ
た
も
の
.で
あ
'る
0

而 

.
し
て
、
そ
の
報
ひ
ら
る
、
と
こ
ろ
.は
、
經
濟
的
窮
乏
と
こ
.れ
忙
伴
ふ
.社
會
的
蔑
視
だ
け
.で
'あ
；.つ
た
。
農
村
に
お
い
て
は
、
僅
か
に
自
作 

農
制
定
の
如
き
効
艰
の
"擧
ら
な
い
施
訟
、：

都
市
に
あ
つ
て
は
、
極
め
て
微
彳
尨
る
市
營
往
宅
の
.如
き
.も
の
、
ま
た
知
識
階
級
職
業
紹
介 

所
の
.如
き
を
除
い
.
て
.は
、
.何
等
見
る
べ
き
、：

こ
の
種
の
陰
級
に
對
す
る
保
謹
手
段
を
持
つ
て
.ぬ
な
い
の
で
あ
る
。
，勞
働
索
階
級
は
、
'.そ 

中
間
階
級
間
犀
の
！
考

察

S

S

C

九1

■九)
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I

中
間
階
級
I

I
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^
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I

 

l

o

)

の
經
濟
的
應
迫
r

對3
,

て
は
、
少
く
と
も
鬪
#

q

手

段

：鼻

っ

て

ゐ

.
る

o 

&

本

に

.お

い

て

：

は

、
へ

未

だ

そ

の

發

達

も

極

め

て

：遲

れ

て

'

 

且
っ
効
课
的
で
參
っ
た
と
は
考
へ
ぶ
な
い
が
"

少
く
と
も
r

そ
の
形
體
だ
け
は
、
；勞
働
組
合
.
に

お

，い

て

、
ま

た

無

產

政

黨

に

お

い

て

、 

具
現
さ
れH
ゐ
る
。
こ
れ
ら
の
機
關
の
効
果
性
に
っ
い
て
は
、'
論
議
せ
■

，ベ
'き
多
^

し
力
し
な
f

、.
兵
ら
の
機
關
蕃
す
る
勞
働
#

階

級

崙

等

Q

機
關
f

持
.
っ
て
ゐ
な
い
中
間
階
級
念
社
會
的
、_

ま

た

は

活

 

動
の
强
弱
に
っ
い
て
は
’

こ
\

に
、
い
ふ
ま
で
も
な
く
、
前
者
が
後
者
に
優
れ
て
ゐ
.る
。

V 

.

:

し
か
る
に
ぃ
世
間
の
柚
1

評
價
|

い
て
は
、
舊
中
間
階
級
は
一
國
の
中
樞
的
基
礎
で
I

と
か
、
新
中
間
階
級
は
、
社
會
に
お 

け

名

精

繁

指

馨

曆

で

省

る

と

か

い

ふ

言

な

極

要

、
，
傭

裁

の

な

，
い

言

辭

亦

與

へ

ち

れ

.ヤ
f

の
で
あ
る
が
、
そ
の
實
際
に
お
い 

.
て

は

か
 

>
る
扣
象S

i

值
に
照
應
す
る
具
體
的
繁
は
少
し
.も
與
へ
.
ら
れ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
資
本
主
義
社
會
の
下 

降
的
狀
I

と
も
に
、
益
,

顯
著
な
I

の
が
I

O

資
本
塵
社
會
の
經
濟
的
蓮
の
重
應
の
卞
に
霧
に
苦
し
む
も

の

は

、

こ
の 

社
會
.の
中
糰
的
要
寒
あ
り
ぐ
指
導
客
的
地
位
を
沾
め
る
，と
稱
さ
れ
る
.
中
間
階
級
.
で
あ
る
。

リ 

か
く
の
如
き
窮
乏
の
中
間
階
級
は
、
そ
の
窮
乏
の
壽
に
直
面
し
な
が
ら
、
尙
ほ
動
か
ふ
と
し
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
1

ま 

で
の
地
位
の
し
か
ら
し
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
：舊
中
間
階
級
は
、
：安
定
し
た
過
去
の
夢
を
持
っ
て
ゐ
る
。

こ
の
夢
が
i

で
あ
っ
た
時

代
^

中
間
階
級
は
事
實
に
お
い
て
、
社
會
の
中
樞
的
要
奪
あ
る
實
を
持
っ
て
ゐ
た
の
で
t

o

新
中
間
階
級
は
、
.

新
興
指
導
奢
の
'夢

を
持
つ
て
ゐ
る
o

•

' -  

: 

■ 

. 

.

資
本
主
.義

證

時
代
に
お
け
る
新
中
間
階
級
社
た
L

か

に

：；
そ

の

役

割

1

勤
め
た
。
そ
し
て
、
前
述
の
如
く
、
い
ま
や
、
そ
の
役
割
がm

に
解
消
さ
れ
ん
と
し
て
ゐ
る
o;
で
あ
るO

か
く
て
、
中
間
階
級
は
そ
の
過
去
の
ィ
デ
.オ
>

ギ
ー
の
た
め
に
そ
の
團
結
的
行
動
を
著
し
く 

阻
害
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
最
近
の
社
會
的
狀
勢
は
、
中
間
階
級
を
過
去
の
夢
に
固
執
さ
せ
て
置
か
な
い
位
に
切 

.迪
し
て
双
た
。
中
間
際
級
は
動
い
て
ゐ
る
。
，中
間
階
級
沒
落
論
者
の
：い
ふ
中
ぅ
に 
> 
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
運
動
ベ
參
加
し
た
も
：の
も
、
確
か 

に
一
部
は
あ
る
。
し
如
し
、
そ
の
大
部
分
は
こ
の
運
動
に
參
加
し
.て
ゐ
妃
い
。
' 

'

最
近
の
フ
ァ
ッ
シ
X
.
.ム
：運
動
は
、
中
間
階
級
I

動
と
い
は
れ
て
ゐ
る
。
フ
ァ
ッ
シ
ズ：

ム
運
動
は
帝
國
主
義
時
代
に
お
け
る
プ
^
^
日
ア 

ジ
1

の
運
動
で
あ
る
と
も
定
義
さ
れ
て
ゐ
るo

 

.

こ
れ
ら
の
ニ
つ
の
定
義
は 
>
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
'の
發
展
段
階
に
照
應
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、 

そ
の
孰
れ
も
誤
謬
な
り
ど
す
る
こ
と
は
出
來
ぬ
。
.た
ヤ
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
の1

斷
面
を
も
つ
て
、
そ
の
本
質
と
解
し
た
に
過
ぎ
な
い
の
で

务
る

。
'
'
’
' 

. 

.. 

-

:

.

.'. 

 ̂

- 

0
-.'
 

'ペ

ン

.,
 

:.: 

■

. 

•

.

 

- 

.

フ
.ァ
ッ
シ
ョ
的
運
動
：は
、
確
か
に
そ
の
，初
め
に
#

い

て

、

中

間

階

級

的

連

働

：
で

あ

.つ

た0.
,フ
;̂

プ

シ

ズ

ム

满

動

の

本

場

と

.，
い

は

れ

て

ゐ
る
ィ
タ
リ
ヤ
に
お
.い
て
、."か
の
ベ
二
ト
•
ム
ッ
ソ
リi

l

が
戰
後
始
め
て
、
戰
鬪
著
フ
ァ
ッ
シ
ー
を
組
織
し
た
賢
時
灯
そ
れ
は
そ
の
行
動

fc
お
い
て
、
.そ
の
綱
領
に
お
い
で
中
間
階
級
的
社
#

運
：動
の
様
相
を
供
へ
て
ゐ
た
ぎ
の
で
あ
る
。
中
間
階
級
運
動
.な
る
が
故
に
、

I

そ
れ
は
そ
0.
要
素
と
し
て
最
も
多
く
復
_

さ
れ
.た
軍
人
曆
を
持
つ
.て
ゐ
た
0

ド
.ィ
ツ
に
.お
け
る
‘ヒ
ッ
ト
ラ
ア
運
動
も
そ
の
初
期
に
お
い

.
て
は
さ
う
•で

あ

る

？
.：

I

中
間
階
級
の
經
濟
的
安
定
を
謂
g

i,
す
石
プ
ロ
グ
.ラ
ム
を
持
つ
て
ゐ
：た
。
而
し
て
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
社
會
主

義
運
動
に
I

稍
*

同

情

的

立

場

に

立

づ

て

ゐ

；
た

が

故

に

、
，
，
そ

れ

は

ま

た

§

主

義

的

色

彩

を

：，

つ

て

ゐ

た

ダ

ド

：
ィ

ツ

の

ヒ

ッ

ト

-.
.フ

ア

運

動
は
最
刺
か
':
6
>
國
民
_

會
主
義
0

名
ど
も
つ
.て
，呼

ば.れ
で
ゐ
る
9

し
か
：し
，
ブ
ロ
レ
ダ
1

太
運
_
と
.し
て
、の
社
會
电
義
奴
ダ
ロ
レ
タ
リ

中
間
階
故
！

S

思
のI

奮
 

.
U
1

五

(
九
|
1
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.
T.
階
紙
の
優
越
ま
衣
は
.、.
そ
.の
#

歡
裁
主
藤
ぬ
觀
し
て
は
' 
否

定

：的

態

度

紅

.ど
り
，
所
謂
全
體
主
義
的
立
場
に
よ
る
國
民
主
^
を
罙 

，夕
て
ゐ
る
の
で
あ
を
o.
 

AJ
CP
.
點
.に
お
い
て
、
中
間
階
級
運
動
ど
じ
：で
の
.
7
ァ〔

ッ
'シ
ズ
み
運
動
は
プ
ロ
レ
ダ
.リ
ア
社
會
主
義
運
動
に
對
立 

の
立
場
.に
あ
る
の
で
あ
る
0
.
£
れ
は
、
.フ.
ァ
'>
.
シ
‘ズ
：ム
運
動
の
初
期
，の
徵
相
で
あ
石
0
ぐ
 

じ
か
る
に
、
：ブ
W

レ.
タ
リ
ア
社
#

運
動
に
對
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
泛
I

の
抑
腿
政
策
、
.ま
た
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
V

の
攻
擊
は
、
前

富
 

進
擊
が
、.
あ
るI

定
の
程
度
に
達
す
る
場
合
、
•單
に
.ブ
ル
，ジ
.ョ
ア
ジ
ー
自
身
の
熱
的
勢
力
を
も
つ
て
は
、
容
易
に
.そ
の
對
策
を
樹
立
し 

得
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
そ
の
初
期
か
ら
プ
ロ
レ
タ
.リ
.ア
運
動
と
對
立
の
，關
係
に
あ
.る
中
間
階
級
遝
動
と
し
て
の
.フ
ァ
ッ
シ
ズ 

ム
を
利
用
す
る
に
至
る
こ
と
は
當
然
で
あ
.り
、
中
間
階
級
運
動
も
そ
の
.未
經
驗
性
及
び
、そ
の
階
級
と
し
て
の
保
守
反
動
性

の

た
め
に

、 

そ
以
利
用
に
任
せ
る
に
至
る
の
可
能
性
.は
充
分
に
あ
る
。
殊
に
、
ブ
ル
•ジ
ョ
ア
ジ
丨
が
全
體
主
義
の
旗
印
を
擧
げ
て
、
そ
の
提
携
を
勸 

め
る
と
き
、
.
中
間
階
級
運
動
'は
そ
の
敎
育
さ
れ
た
イ
デ
オ
ド
ギ
ー
と
過
去
の
夢
の
#

現
を
夢
み
•て
、
全
霞
主
義
の
側
に
味
方
す
べ
き
可 

能
性
は
あ
る
。
こ
\

に
後
期
.フ
.
ァ
ッ
シ
ズ
ム
の
本
質
が
現
は
.れ
る
の
で
あ
る
9
.
こ
、
に
初
期
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
に
お
け
る
中
間
^
汲
の
經 

濟
的
安
宠
の
要
求
を
中
心
と
す
る
中
間
階
級
的
社
會
主
義
は
、
そ
の
社
會
主
義
的
耍
求
を
服
消
せ
し
め
ら
れ
て
、
' 資
本
主
#:
社
#
に
お 

け
る
階
級
權
成
の
封
建
化
な
る
後
期
フ
.
ァ
ッ
.
シ
ズ
ム
の
.中
心
的
イ
デ
オ

卩
ギ
ー
が
發
生
す
る
の
で
.あ
る
。
そ
れ
は
、

一
の
理
論
的
過
^
 

と
し
て
、
さ
ぅ
だ
い
ふ
よ
り
寧
ろ
實
踐
の
問
題
と
し
て
か
く
の
如
き
倾
向
を
迹
る
の
で
あ
各
。
こ
れ
は
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
.
1

の
フ
ァ
ッ 

シ
ズ
ム
運
動
に
お
け
る
經
驗
的
事
實
で
あ
る
。

：

.

.

«
G
 

■ 

•

:

本
に
お
い
て
も
、
フ
ァ
ッ
.
、

v

ョ
的
倾
向
は
語
ら
れ
、
さ
う
し
て
、
フ
ァ
ッ
ジ
ョ
的
團
體
は
動
い
て
.ゐ
.る
が
如
く
で
あ
る
。
か
く
の 

如
き
：フ
.
ァ
ッ
シ
.ョ
的
傾
向
ま
た
は
運
動
と
日
本
中
問
階
級
と
の
關
係
は
ど
う
で
’
あ
る
か
。
勿
論
ロ
本
の
'
フ
ァ
ッ
シ
X

ム
も
ィ
タ
リ
ー
ま 

た
ま
ド
ィ
ツ
の
♦フ
ァ
.
ッ
シ
ズ
ム
と
そ
の
重
の
過
程
、
そ
の
.本
質
を
同
じ
く
し
て
ゐ
る
こ
と
は
囊
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
運
動 

と
し
て
の
フ
ッ
.シ
ズ
ム
は
日
本
に
お
い
て
、
後
進
性
を
有
す
る
が
故
に
、
そ
れ
だ
け
、
發
坐
、
組
織
の
過
程
に
お
い
て
、
ィ
タ
.リ
1 

ド
ィ
ツ
と
異
る
も
の
を
持
つ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
明
か
で
あ
る
が
、
そ
の
本
質
は
何
處
ま
で
^
.
フ
ア
ッ
シ
ズ
ム
運
動
と
し
て
同
一
な
る
も

の
を
持
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
？ 

;

.フ
ァ
ッ
シ
ョ
的
動
向
の
顯
馨
な
る
も
の
と
し
て
は
所
謂
^
'
.
ー：五
靡
件
を
擧
げ
る
&'
と
が
出
來
ょ
う
0

し
O'
事
例
の
構
成
者
は
農 

民
と
軍
人
で
あ
る
？
そ
の
.罔
的
と
す
る
と
こ
ろ
、
殊
に
明
確
な
將
：來
の
理
想
'を
持
'つ
も
の
で
味
な
い
ら
し
い
が
そ
の

行
®
の
軍
點
を 

旣
成
改
黨
と
財
脱Q

打
破
に
置
い
て
ゐ
た
こ
'̂

は
明
か
で
あ
る
0

そ
の
行
動
隊
-の
權
成
は
へ
少
壯
軍
人
及
び
農
村
靑
年
で
あ
0
.
て
、
と
も 

に
中
^

階
級
M
J1
-
す
る
も
の
と
氍
¥

ら
る
、
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
そ
の
行
'動
、の
動
機
.が
瑰
狀
の
打
破
に
奪
た
こ
と
は
確
か
で
あ 

る
。
農
村
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
こ
く
に
說
明
す
る
必
要
は
な
い
。
吾
々
は
旣
に
農
村
の
經
濟
的
窮
乏
.の
事
實
、
殊
に
そ
の
中
產
的
要 

素

の

.
沒

落

0

袁
話
を
聞
い
'て
ゐ
る
。
而
し
.て
、
こ
.の
，す
べV

の
.經

濟

的
S

I

ね
除
げ
ん
.と
し
た
..運
.動
の
.
.一•や
の
現
■は
れ
で
t

こ

と
id
推

察

^

固

く

な

い

 

P

' 

. 

. 

. 

.

.

. 

一' 

、

.. 

•
;

軍

人

側

に.つ
'い

セ

見

れ

ば

，

そ

の

，
行

動

の

'動
機
の
大
部
分
は
蝕
成
政
治
家
.の
利
己
的
行
動
.
.に
對
す
る
«

感
で
あ
各
と
理
解
す
.る
|

 

が
出
來
や
う
。
'し
が
し
紅
が
レ
、」

か
く
0
如

き

纛

動

機
€>
'
'外
論
.

^

吾
々
は
乘
人
§

地
位
>

身
分
に
對
す
衾
會
的
評
傻
1

迤

中
間
階
級W

琿
の
ニ
 

i
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ĥ
,
 ̂
f
v ,v

 
,Mtw 

l
,
が—

'<
>

j

中
間
階
級
問
®j Q

l

案

， 

.Ill

八

(

九
ニ
四)

を
見
.な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
0

軍
人
勝
ば
恰
度
他
0

紐
識
階
級
が
迹
つ
た
の
と
向
じ
；や
$

纪
道
：を
步
ん
で
.ゐ
^

世
界
の
舞
毫
に
登「

せ
た
の
は
、
H

淸
、
：

：

日
露
の
雨
觐
役
で
：あ
'る
が
、.：.か
<:
-:
の
如
き
戰
爭
0

孰
果
は
、
軍
人
層
に
對
す
る
評
慣
を
高
く
し

て
ゐ
る
0.
で
あ
る
0

而
し
て
戰
维
に
伴
ふ
軍
備
擴
張
は
軍
人
に
對
.す
る
需
要
を
增
加
し
た
。
か
ぐ
て
、
軍
人
層
は
、
そ
の
地
*

W

っ
昇
違

に
お
い
て
も
社
會
的
象
敬
.の
.程
度
に
お
.い
て
も
、
最
も
よ
き
條
件
の
下
に
.こ

れ
，を
*

受
す
る
.、i

一
が
出
來
た
OV.
こ
の
結
果
軍
.人
出
身 

の
政
治
家
の
支
配
的
活
動
と
な
づ
た
の
で
あ
る
。

.

軍
備
の
摘
張
せ
ら
れ
て
ゐ
る
間
は
、
軍
人
の
坐
活
の
不
安
は
存
在
し
な
.
い
と
.
い
つ
'

て
よ
い
0
:

し
か
る
に
國
際
政
治
上
の
關
系
、
及
^
 

財
政
上
の
關
係
か
ら
一
度
軍
縮
の
®.
を
聽
く
に
至
つ
'
て
、
軍
人
層
は
不
安
な
ら
ざ
る
を
得
な
.
い
0

と
れ
に
加
へ
て
、
没
治
上
こ
'森
け
る 

軍
人
出
身
の
政
治
家
と
政
黨
と
の
鬪
爭
、
こ
の
鬪
爭
過
程
に
お
け
る
デ
モ
；ク
.
ラ

シ

ー

の發
展
は
.、
益
"
軍
人
層
に
對
す
る
社
會
的
評
質 

!

下
せ
し
め
て
行
っ
た
。
か
く
て1

方
に
お
い
て
、
經
濟
的
に
は
、
.軍
縮
に
よ
つ
て
脅
さ
れ
，
他
方
に
お
い
て
は
、
‘

社
#
的
評
價
の 

低
下
に
よ
つ
て
、
失
意
と
せ
ら
れ
た
軍
人
曆
が
、
從

來

の

如

皇一

本
星
中
®

國
の
觀
念
に
加
ふ
る
に
、
そ
の
觀
念
を
阻
止
す
る
か 

に
見
ぇ
る
が
如
き
行
1|

者
に
對
し
て
、
あ
る
®
の
制
裁
を
加
へ
ん
と
す
る
に
至
つ
'.た
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
そ
の
一
つ
の
現
は
れ
.が
^
„

一
五
事
件
で
あ
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ら
ぅ
。
勿
論
軍
人
it
全
部
が
か
く
考
へ
.て
ゐ
る
か
否
か
は
麗
の
餘
地
な
し
と
し
な
いo

.

し
か
ノ 

な

力

ら

こ

Q

種
の
行
動
の
現
は
れ
が
、
|
擧
に
し
て
、
所

震

_

治
を
停
止
せ
し
め
、
非
常
時
の
名
の
下
に
傷
擊
國
，一
致
內
閣 

を
組
織
せ
し
め
る
に
至
つ
た
こ
と
を
考
へ
合
せ
れ
.ば
-

少
く
と
も
、
政
黨
政
治
に
對
す
る
不
信
の
念
は
可
成
に
一
般
的
で
あ
つ
た
也

C

 

ふ
得
る
の
で
あ
り
.
-

五• 

一

五
事
件
を
も
つ
て
そ
の
}
つ
の
現
は
れ
で
お
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
決
し
て
誤
り
で
な
い
で
あ
ら
う
。

し
か
ら
ば
、
日
本
の
中
間
隙
級
が
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
運
動
に
全
體
と
し
て
參
加
す
る
可
能
性
は
布
在
す
る
か
。
筆
者
は
こ
の
間
ひ
に
對 

し
て
は
、

一
部
は
然
り
と
答
へ
、
.一
部
は
否
と
答
へ
る
o

農
域——

大
.地
主
を
除
い
..':て
|

は
舊
中
間
階
級
と
し
て
、
夺

一
五
靡
件
に 

そ
の
尖
端
的
な
ニ
部
が
參
加
し
て
ゐ
る
。
勿
論
五•

1

茳
事
件
に
對
す
„る
.參
伽
者
は
十
數
名
を
出
て
龙
：い
の
で
あ
る
が
、
か
く
の
.如
き
. 

何
等
の
運
動
に
出
で
や
う
と
す
る
農
民
の
動
向
は
決
し
て
否
定
し
得
な
い
だ
ら
う
。
殊
に
農
民
靑
♦年

.
の

間

に

あ

つ

て

は

、

旣
成
政
黨
反 

對
の
聲
は
可
成
に
大
で
あ
る
と
見
て
.ょ
い
。
旣
成
政
黨
反
對
は
直
ち
■に
'
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
運
動
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
農
村
靑 

年
の
敎
育
は
フ
ァ
ッ
シ
ズ
A

に
近
づ
く
べ
き
可
能
性
を
持
つ
て
ゐ
：る
.も
の
：と
見
.て
.ょ
い
だ
ら
う
。':農

村

中

產

階

層

に

お

.け

る

旣

成

政

黨
 

反

對
.，の

聲

は

、

農

村

靑

#

に
お
け
る
ほ
ど
大
で
は
な
.

S
。
：

何
と
な
れ
ぱ
、.：：て
の
»

は
^

組
織
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
が
多
い
か
ら
で
あ

る

。

：
.而
し
て
、
か
く
の
如
き
政
黨
の
組
織
は
、
-;
•

友
入
關
篇
：
經
濟
關
係
を
迹
つ
て
ゐ
る
も
の 

で
あ
る
が
故
に
、
可
成
に
繁
固
な
も
0

で
-
あ
，る
0
_
.

そ
：れ

社

旣

に

農

村

中

產

層

‘の

生

 

さ

へ.
這

入.
.つ
4:

ゐ
.
る

か
'?
>
で

ある
。
こ
の 

點
で
.
こ
.
の
層
に
お
け
务
旣
減
政
黨
の
勢
カ
を
排
除
す
'
る
.こ
.
と
は
可
成
.の
：
難

事

で

な
5
:
.
か
と
考
へ
.
ら
れ
る
。
：ん
：

^

新
中
問
隙
級
中
、'
'日
本
フ
ァ
ッ
：シ
ズ
.
.ム
0

指

導

的

地

位

を

占

め

る

：も

：
の

「

は
»

人

聲
 

や

：う

な

理
_

と
；
そ

；
の

イ

デ

：：オ

ロ
-ギ
.
1
の
ハ
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
に
最
も
近
い
^
の

i
u

て
、
ブ
T
ッ
；ン
ズ
：ム
'
'へ
'の
可
能
性
は
可
成
に
存
在
す
る 

の
で
多
る
0

:た
^
,

こ
、

に
い
：

.
ふ

震

曆̂

^

ふ
：：
の

は

、

將

校

醫

右

ム

て

0

軍
人
曆
で
あ
.つ

て

、.％
士

以

下

の

兵

士

'(
0
 

兵
士
及
び
在
鄕
.軍
人
は
國
民
^

ー；員

と
;1
>
て
备
々
-
そ
の
所
屬
の
階
級
を
持
つ
て
^

る
;0
で
、
へ
-f
の
§

的
集
團
ま
た
'は
社
會
的
階
.it
と
.
' 

し

て
考
へ
ち：

れ
な
い
'€
>

は

勿

論

で

办

る

タ

而

し

：
て

;,
»
.

拿

.人

層

が

フ

ァ

^

、
シ

.K
'A
-
的

勢

力

と

し

て

考

べ

ち

れ

る

と

き

は

、
'
そ

の

觀

念

に

お

中
間
階
級
問
題
.の̂
'
考
察
タ
',
'
. 

三
へ
九
.

(

九
ー
一.五：)

.
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l

’
；

l

想?

.
:冲
师
階
嫌£

避
の
：
一
考
察

四
〇

C

九

：
ニ
六
0

:

い
：て
1

:軍
隊
そ
わ
も
の
畫
:1
1
^
舍

老

！

念

.器

食

で

.ぶ
な
：

「

い
0 

:  

'

'

■:

:

• ,
,
へ

.

俸

給

暴

者

は

、

.

フ
ァ
ッ〔

シ
ズ
ふ
運
勘
に
對
し
：て
は
、
殆
ふ
ど
參
加̂
て
ゐ
汝
^
で
、
.將
來
そ
め
參
加
の
程
度
も
養
し
く
な
い
と 

驚
へ
&
れ

る

.何
と
.な

れ

ば

：
：
日

本

'の

：
ス
：
.&.レ
'タ
^
ア

社.
#
運

動

が

、
；
甚

衣

强

カ

セ

，
は

&
く
、
且
つ
俸
給
生
活
奢
の
生
活
態
度
は
、
比 

較
的
進
步
的
で

I
■
か
ら
で
.あ
る
；デ
故
.に
も
し
、■こ
.の

唐

の

社

會

的

運

動

の

，
始

め

ら

'れ
f

-f
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
運
動
と
は
別
種
&
、 

-L
か
も
.フ
'P
レ
ク
リ
ブ
社
會
主
義
^
赢

.別

.せ
ら
る
ぺ
き
何
等
か
の
靡
の
形
態
を
採
る
の
で
は
な
い
か
と
考
へ
ら
れ
る

o 

.

.

:
要
す
る
.に
•
日
本
の
中
間
階
級
は
、
：未
だ
斷
然
フ
ァ
；
 

そ
こ
に
日
本
フ
ア
ッ
シ
ズ 

.ム
の
ド
ィ
ッ
そ
の
他.の
シ
ナ

.ッ
シ
x
A
i

異
る
形
態
が
务
る
の
セ
ば
な
い
か
と
奢
べ
ら
れ
る-o
日

本

：の

中

間

階

級

は

何

等

か

の

運

動

っ 

機
關
を
要
求
し
て
ゐ
る
や
ぅ
で
はI

。
そ
れ
は
い
ま
全
く
十
字
路
に
立
'つ

て

ゐ

る
.-
°

し
が
1
な
が
ら
、
中
間
階
級
、
殊
に
新
中
間
階 

顧
の
大
多
數
忙
と
？

は
、.フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
に
轉
向
す
る

§
は
、
そ
の
思
想
の
進
歩
性
が
許
さ
ぬ
で
あ
ら
ぅ0.
か
く
て
、

フ,

ッ
シ
ズ 

ム
運0

-
l.u

lr

の
團
體
は
從
矿
の
反
動
的
團
體
か
ち
の
發-M
で
あ
り
、
か
く
の
如
き
種
類
の
團
體
が
、
.中
間
階
級
獲
得
の
た
め
に
、
そ 

'

れ
ら
の
册
に
呼
び
御
け
つ人
あ
る
と
い
.ふ
のが
、

.現
在
の
有
樣
で
あ
る
。

1
.

九
一
一

1

1
1ー
年
六
月±

1

日

稿

了

.

.

附
言
.

こ
の
一
文
は
五

*

月
六
•

七
顿
日
に
渉
っ
て
大
阪
商
大
及
び
掘
西
大
學
に
開
催
さ
れ
た
日
本
社
#

學
會
大
會
に
お
け
る
響
の
報
^
要
領 

.

で
あ
つ
て
フ
フ
ア
ッ
シ
ズ
ム
の
社
會
的
菽
礎
し
と
題
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
今
位
中
間
階
級
問
題
の
序
論
と
し
て
蒙
れ
た
も
の
で
あ 

る
こ
れ
を
避
會
と
し
て
中
間
階
級
問
題
に
對
す
る
論
统
を
進
め
た
ぃ
考
へ
で
あ
る0

加
田
哲
ニ
追
記

滿

洲

に

於

け

ろ

「

弗

外

交

」

の

發

端

.

.

. 
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伊
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' 
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f

.

第
十
九
世
紀
I

I

當
り
、
麗

巴

列

强

に一

步
遲
れ
て
帝
國
塞
的
な
世
界
分
p

i

加
し
た
米
國
は
、
布
®

及
び
、
比
律
賓

群
島
の
獲
得
に
ょ
っ
て
、
太
平
洋
上Q

一
 

大
勢
力
を
形
成
す
る
藍
っ
た
。
.而
し
て
此
^

新
し
い
對
外
政
策
^

時
代
は
む
し
い

言
n

ゝ

と
新
し
い
型
の
爾
冢
と
を
必
要
と
し
た
。'
大
親
領
ル
丨
ズ
ベ
ル
ト

(

•一
 

九
〇
丁
一 

九
o

九
年)

は
、
合
衆
國
の
對
論
外
政
背
に

.
於
て
、
合
衆
國
が
新
し
い
蜃

、
即
ち
金
融
資
本
と
湛
主
義
の
證
に
移
っ
た
H

ら
麗
し
た
の
で
ぁ
る」

(

1〕

彼
は
次
ヴ

如
く
豪
語
し
て
居
る
、「

我
國
の
支
觀
域
の
仲
張
は
廣
大
で
ぁ
り
、
わ
が
勢
力
圈
の
•伸
張
は
更
に
一
麗
大
で
I

。
太
平
洋
に
於
け

る
米
國
の
地
理
的
地
位
は
、
將
來
に
於
て
此
の
海
徉
の
平
和
的
安
配
を
保
障
す
る
に
足
る」

と
0(

2〕

.

?〕

.•
ホ.
ク

ロ

フ

ス

キ

.？
監

輯

池

米

合

衆

國

史

ニ

.一

 

一
:九

四

茛
.
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.
.
.
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R
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F
re
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,

太
平
洋
上
の
斯
か
る
勢
ヵ
に
立
脚
す
る
ァ
メ
リ
ヵ
帝
國
主
義
.の
極
東
進
出
が
、
.先
づ
支
那
大
陸
に
對
す
-2
>
す
戶
旧
放」

の
庄
免
と 

滿
洲
に
於
け
る
#

外

交

.の

發

喘

fe
l

.
G

J

孓


